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・このたび，中.央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会において，．『児童生徒
の学習評価の在り方iこついで(報告)」（平成22年s月２４日）似下『報告jと一
，いう｡』）がどりまとめられました。．：､
叩報告｣においては,学習指導要領において示された基礎的･基本的な知識.技能，多

《i､''１ｂそれらを活用して課題を解決するために必要な思考力,判断カヤ表現力等及び主体的〆
～〃に学習に取り組む態度の育成が確実に函られるよう，学習評価を通じて,学習指導の
缶歩在り方を見直すことや個に応じた指導の充実を図馳と，学校における教育活動を組。：ｐ③、

町i球・織として改善すること等が重要とされています｡また，保護者や児童生徒に対して，. '。●０●‐

遣域＄学習評価に関する仕組み等についで事前に説明したり,:評価結果の説明を充実･したり
するなどして学習評価に関する情報をより積極的に提供することも重要とされていま．

・す｡． ． ． 。．．，

指導要録は，児童生徒の学籍並びに指導の過程及び結果の要約を記録し処その後の
指導及び外部に対する証明等に役立たせるだめの原簿となるものであり，各学校で学一
習評価を計画的に進めていく上で重要な表簿です６

．ノ・

文部科学省においては，．｢報告ｊを受け，各学校における学習評価が円滑に行われ・

●■

…小学校，中学校1,高筈学校及び特別支援学校等に渚ける児童生徒の
．学習評価及び指導要録の改善等について（通知）

〆
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るとともに，各設置者による指導要録の様式の決定や各学校における指導要録の作成
の参考生なるよう，学習評価を行うに当たっての配慮事項，指導要録に記載する事項
及び各学校における指導要録の作成に当たっての配慮事項等を別紙’～６のとおりと
りまとめ､ましたづ￥

ついては〆下記に示す学習評価を行うに当たっての配慮事項及び指導要録に記載す
る事項の見直しの要点並びに別紙について十分に御了知の上,各都道府県教育委員会

におかれては，所管の学校及び城内の市町村教育委員会に対必各指定都市教青委員
会におかれては，所管の学校に対し，各都道府県知事及び構造改革特別区域法第１２

条第､]L項の認定を受けた地方公共団体の長におかれては，所轄の学校及び学校法人等

に対し，国立大学長におかれては，その管下の学校に対して，「報告」の趣旨も踏ま
えｼ指導要録の様式が適切に設定されシ新しい学習指導要領に対応した学習指導と学
習評価が行われるよう，これらの十分な周知及び必要な指導等をお願いします。、

さらに，幼稚園恥特別支援学校幼稚部，保育所及び認定こども園（以下,１幼稚園
等.'という。）と小学校及び特別支援学校小学部との緊密な連携を図る観点から，幼
稚園等においてもこの通知の趣旨の理解が図られるようお願いします。

なお，平成１３年４月２７日付け１３文科初第１９３号「小学校児童指導要録，中

学校生徒指導要鼠高等学校生徒指導要録,中等教育学校生徒指導要録並びに盲学校，
聾学校及び養護学校の小学部児童指導要録ぅ中学部生徒指導要録及び高等部生徒指鴬
要録の改善等について」及び平成２ｏ年１２月２５日付け２ｏ文科初第１０８１号
「小学校学習指導要領等に関する移行期間中における小学校児童指導要録等の取扱い
について」のうち，小学校及び特別支援学校小学部に関する部分は平成２３年３月３

’臼をもって，中学校（中等教育学校の前期課程を含む。以下同じ。）及び特別支援

学校中学部に関する部分は平成２４年３月３’日をもって，高等学校（中等教育学校
･の後期課程を含む．以下同じ。）及び特別支援学校高等部に関する部分は平成２５年
３月３１日をもって，それぞれ廃止します６

記

１学習評価の改善に関する基本的な考え方について

（１）学習評価を通じてナ学習指導の在り方を見直哉ことや個に応じた指導の充実を

図ること，学校における教育活動を組織として改善することが重要であること。

・その上で，新しい学習指導要領の下における学習評価の改善を図っていくために

は以下の基本的な考え方に沿って学習評価を行うことが必要であること。．

①きめの細かな指導の充実や児童生徒一人一人の学習の確実な定着を図るため６
学習指導要領に示す目標に照らしてその実現状況を評価する，目標に準拠した
評価を引 き続 き着実に実施すること｡Ｊ～
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②新しい学習指導要領の趣旨や改善事項等を学習評価において適切に反映する
こと。

③学校や設置者の創意工夫を一層生かすこと。

（２）学習評価における観点については，新しい学習指導要領を踏まえ，「関心．意
欲℃態度」，「思考・判断・表現ｊ，「技能」及び「知識・理解Ｊに整理し，各

・教科等の特性に応じて観点を示している。設置者や学校においてはダこれに基づ
く適切な観点を設定する必要があること。

＝（３）高等学校における学習評価については，引き続き観点別学習状況の評価を実施
し’きめの細かい学習指導と生徒一人一人の学習の確実な定着を図っていく必要１，、

．、

があること。

（４）障害のある児童生徒に係る学習評価の考え方は，障害のない児童生徒に対する
学習評価の考え方と基本的に変わるものではないが，児童生徒の障害の状態等を
十分理解しつつ，様々な方法を用いて，一人一人の学習状況を一層丁寧に把握す

静ることが必要であること｡また,特別支援学校については,新しい学習指導要領
により個別の指導計画の作成が義務付けられたことを踏まえ，当該計画に基づい
…て行われた学習の状況や学習の結果の評価を行うことが必要であること６

２効果的・効率的な学習評価の推進について〆；
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’（１）学校や設置者においては，学習評価の妥当性，信頼性等を高めるとともに，教
師の負担感の軽減を図るため，国等が示す評価に関する資料を参考にしつつ，評
価規準や評価方法の一層の共有や教師の力量の向上等を図り〆組織的に学習評価
に取り組むことが重要であること。

(2)その際，学習評価に関する情報の適切な管理を図りつつ，情報通信技術の活用
ｌこより指導要録等に係る事務の改善を検討することも重要であること．なお，法
令に基づく文書である指導要録について，書面の作成，保存，送付を情報通信技
術を活用して行うことは，現行の制度上も可能であること。

（３）今後ｊ国においても，評価規準等の評価の参考となる資料を作成することとし
ているが’都道府県等においても，学習評価に関する研究を進め，学習評価に関
する参考となる資料を示すとともに，具体的な事例の収集・提示を行うことが重
要であること。

ｓ小・中学校及び特別支援学校小・中学部の指導要録について

（１）小学校及び特別支援学校小学部の外国語活動について§設置者において，学習
指導要領の目標及び具体的な活動等に沿って評価の観点を設定することとし，文
章の記述による評価を行うこと。~

(2)特別活動について，学習捨導要領の目標及び特別活動の特質等に沿って,各学

《
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小学校及び特別支援学校小学部の指導要録に記載する事項等

Ｉ学籍に関する記録

学籍に関する記録については，原則として学齢簿の記載に基づき，学年当
初及び異動の生じたときに記入する。：

１児童の氏名，性別生年月日及び現住所
２保護者の氏名及び現住所
３入学前の経歴

一小学校及び特別支援学校小学部（以下，「小学校等」という。）に入学す
るまでの教育又は保育関係の略歴(在籍していた幼稚園，特別支援学校幼稚
部’保育所又は認定こども園等の名称及び在籍期間等）を記入する．なお，
外国において受けた教育の実情なども記入する。

４入学・編入学等

（１）入学

児童が第１学年に入学した年月日を記入する。
（２）編入学等

第１学年の中途又は第２学年以上の学年にダ在外教育施設や外国の学校
等から編入学した場合，又は就学義務の猶予・免除の事由の消滅により就
学義務が発生した場合についてｙその年月日，学年及び事由等を記入する。

５転入学

他の小学校等から転入学してきた児童について,転入学年月日，転入学年，
前に在学していた学校名，所在地及び転入学の事由等を記入する。

６転学・退司学等

他の小学校等に転学する場合には，転学先の学校が受け入れた日の前日に
当たる年月日，転学先の学校名，所在地，転入学年及びその事由等を記入す
る。また，学校を去った年月日についても併記する。
在外教育施設や外国の学校に入るために退学する場合又は学齢（満１５歳

に達した日の属する学年の終わり）を超過している児童が退学する場合は，
校長が退学を認めた年月日及びその事由等を記入する。
なお，就学義務が猶予・免除される場合又は児童の居所が１年以上不明で

ある場合は，在学しない者として取り扱い，在学しない者と認めた年月日及
びそ･の事由等を記入する。

７卒業

校長が卒業を認定した年月日を記入する。
Ｓ進学先

進学先の中学校又は特別支援学校中学部の学校名及び所在地を記入する．
９学校名及び所在地
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分校の場合は，本校名及び所在地を記入するとともに，
ぴ在学した学年を併記する。

分校名，所在地及

１０校長氏名印,：学級担任者氏名印

各年度に，校長の氏名》学級担任者の氏名を記入し，それぞれ押印する。
（同一年度内に校長又は学級担任者が代わった場合には，その都度後任者の

氏名を併記する。）

なお'・氏名の記入及び押印については，電子署名Ｘ電子署名及び認証業務
に関する法律（平成１２年法律第１ｏ２号）第２条第１項に定義する「電子
署名」をいう｡）を行うことで替えることも可能である。
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Ⅲ 指導に関す る記 録匙今

，出

小学校における指導に関する記録については,以下に示す記載することカル
、適当な事項に留意しながら，各教科の学習の蕊記録（観点別学習状況及び評
定），外国語活動の記録，総合的な学習の時間の記録，：特別活動の記録，行

一動の記録,、総合所見及び指導上参考となる諸事項並びに出欠の記録について
学年ごとに作成する。 ′鐸iiIiI、
特別支援学校（視覚障害，聴覚障害，肢体不自由又は病弱）小学部におけ

る指導に関する記録については，小学校における指導に関する記録に記載す
る事項に加えて，自立活動の記録について学年ごとに作成:するほか，入学時
の障害の状態について作成する。

特別支援学校（知的障害）小学部における指導に関する記録について･は，
各教科の学習の記録，特別活動の記録，自立活動の記録，行動の記録，総合
所見及び指導上参考となる諸事項並びに出欠の記録について学年ごとに作成
するほか，入学時の障害の状態について作成する。
特別支援学校小学部に在籍する児童については，個別の指導計画を作成す

‐る必要があることから，指導に関する記録を作成するに当たって$個別の指
導計画における指導の目標，指導内容等を踏まえた記述となるよう留意する。．
また，児童の障害の状態等に即して，学校教育法施行規則第,３ｏ条の規定
に基づき各教科の全部若しくは一部について合わせて授業を行った場合又は
；各教科，道徳，外国語活動，特別活動及び自立活動の全部若しくは一部につ 繍ﾐｻ

いて合わせて授業を行った場合並びに特別支援学校小学部・中学部学習指導
要領（平成２１年文部科学省告.示第３６号＞第１章第２節第５の規定（重複

：障害者等に関する教育課程の取扱い)を適用した場合にあっては，その教育
課程や実際の学習/状況を考慮し，各教科等を合わせて記録できるようにす５
など，必要に応じて様式等を工夫して，その状況を適切に記入する。
′特別支援学級に在籍する児童の指導に関する記録については，必要がある

場合，特別支援学校小学部の指導要録に準じて作成する。
１各教科の学習の記録

小学校及び特別支援学校（視覚障害，聴覚障害，肢体不自由又は病弱）小

２ 〃
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学部における各教科の学習の記録については，観点別学習状況及び評定につ
いて記入する。

特別支援学校（知的障害）小学部における各教科の学習の記録については，
特別支援学校小学部・中学部学習指導要領に示す小学部の各教科の目標，内
容に照らし，具体的に定めた指導内容，実現状況等を文章で記述する。
（１）観点別学習状況

小学校及び特別支援学校（視覚障害，聴覚障害》肢体不自由又は病弱）
小学部における観点別学習状況については，小学校学習指導要領（平成
２０年文部科学省告示第２７号）及び特別支援学校小学部・中学部学習指
導要領（以下，「小学校学習指導要領等」という。）に示す各教科の目標

－に照らして，その実現状況を観点ごとに評価し記入する。その際，「十分
満足できる」状況と判断されるものをＡ，「おおむね満足できる」状況と
判断されるものをＢ，「努力を要する」状況と判断されるものをＣのよう
に区別して評価を記入する。

小学校及び特別支援学校（視覚障害凪聴覚障害》肢体不自由又は病弱）
小学部における各教科の評価の観点について，設置者は，小学校学習指導
要領等を踏まえ，別紙５を参考に設定する．またう各学校において，観点
を追加して記入できるようにするづ

（２）評定

小学校及び特別支援学校（視覚障害，聴覚障害，肢体不自由又は病弱）
１，学部における評定については，第３学年以上の各教科の学習の状況につ
いて，小学校学習指導要領等に示す各教科の目標に照らして，その実現状
況を総括的に評価し記入するα

各教科の評定は，小学校学習指導要領等に示す各教科の目標に照らしてｊ
その実現状況を「十分満足できる」状況と判断されるものを３，「おおむ
ね満足できる」状況と判断されるものを２，「努力を要する｣.状況と判断
されるものを１のように区別して評価を記入する。
評定に当たっては，評定は各教畠科の学習の状況を総括的に評価するもの

であり，「(1)観点別学習状況」において掲げられた観点.は〉分析的な評
価を行うものとして，各教科の評定を行う場合において基本的な要素とお
るものであることに十分留意する。その際，評定の適切な決定方法等につ
いては，各学校において定める。

２外国語活動の記録

小学校及び特別支援学校（視覚障害，聴覚障害，肢体不自由又は病弱）小；砂

学部における外国語活動の記録については，評価の観点を記入した上で，そ
れらの観点に照らして，児童の学習状況に顕著な事項がある場合にその特徴
を記入する等，児童にどのような力が身に付いたかを文章で記述する。‐
評価の観点については，設置者は，小学校学習指導要領等に示す外国語活

動の目標を踏まえ，別紙らを参考に設定する。また，各学校において，観点

３
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を追加して記入できるようにする。
ｓ総合的な学習の時間の記録

小学校及び特別支援学校（視覚障害，聴覚障害，肢体不自由又は病弱）小
学部における総合的な学習の時間の記録については，この時間に行った学習
活動及び各学校が自ら定めた評価の観点を記入した上で，それらの観点のう
ち，児童の学習状況に顕著な事項がある場合などにその特徴を記入する等，
児童にどのような力が身に付いたかを文章で記述する．
評価の観点については，小学校学習指導要領等に示す鎮総合的な学習の時間

・の目標を踏まえ，‘各学校において具体的に定めた目標ジ内容に基づいて定め と…

る。その際，例えば，『よりよく問題を解決する資質や能力１，ｒ学び方や
ものの考え方』，「主体的，創造的，協同的に取り組む態度」及び「自己の
生き方」等と学習指導要領に示す総合的な学習の時間の目標を踏まえて定め
たり，正学習方法に関すること」，「自分自身に関すること」及び「他者や
社会とのかかわりに関すること」等の視点に沿って各学校において育てよう
とする資質や能力等を踏まえて定めたりすることが考えられる。また，教科
との関連を明確にし，総合的な学習の時間の学習活動にかかわる「関心．意
欲・態度山『思考・判断・表現」，．｢技能」及び「知識・理解」等と定め
ることも考えられる。

４特別活動の記録．

小学校及び特別支援学校（視覚障害，聴覚障害ダ肢体不自由又は病弱）小
学部における特別活動の記録については，各学校が自ら定めた特別活動全体
に係る評価の観点を記入した上で，各活動・学校行事ごとに，評価の観点に
照らして十分満足できる活動の状況にあると判断される場合に，○印を記入
する。

評価の観点については，小学校学習指導要領等に示す特別活動の目標を踏
まえ，各学校において別紙らを参考に定める。その際，例えば〉「集団の一
員としての思考・判断ｂ実践」にかかわる観点について，学校として重点化
した内容を踏まえ，育てようとする資質や能力などに即し，より具体的に定
めることも考えられる『

特別支援学校（知的障害）小学部における特別活動の記録については，小
学校及び特別支援学校（視覚障害，聴覚障害，肢体不自由又は病弱）小学部
における特別活動の記録に関する考え方を参考としながら文章で記述する。

５自立活動の記録

特別支援学校小学部における自立活動の記録については，個別の指導計画
を踏まえ，以下の事項等を記入する。

①指導の目標，指導内容，指導の結果の概要に関すること
②障害の状態等に変化が見られた場合，その状況に関すること
③障害の状態を把握するため又は自立活動の成果を評価するために検査を
行った場合，その検査結果に関すること
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６行動の記録

小学校及び特別支援学校（視覚障害，聴覚障害，肢体不自由又は病弱）小
学部における行動の記録については，各教科，道徳，外国語活動，総合的な
学習の時間，特別活動やその他学校生活全体にわたって認められる児童の行
動について’設置者は，小学校学習指導要領等の総則及び道徳の目標や内容，
内容の取扱いで重点化を図ることとしている事項等を踏まえて示している別
紙らを参考にして，項目を適切に設定する。また，各学校において，自らの
教育目標に沿って項目を追加できるようにする。
各学校における評価に当たっては，各項目の趣旨に照らして十分満足でき

る状況にあると判断される場合に，○印を記入する０
特別支援学校（知的障害）小学部における行動の記録については，小学校

及び特別支援学校（視覚障害，聴覚障害，肢体不自由又は病弱）小学部にお
ける行動の記録に関する考え方を参考としながら文章で記述する。、

７総合所見及び指導上参考どなる諸事項一一……

小学校等における総合所見及び指導上参考となる諸事項については，児童
の成長の状況を総合的にとらえるため;，以下の事項等を文章で記述する。
①各教科や外国語活動，総合的な学習の時間の学習に関する所見
②特別活動に関する事実及び所見
③行動に関する所見

④児童の特徴・特技，学校内外におけるボランティア活動など社会奉仕体
験活動，表彰を受けた行為や活動,鷺学力について標準化された検査の結果
等指導上参考となる諸事項

⑤児童の成長の状況にかかわる総合的な所見
記入に際しては，児童の優れている点や長所，進歩の状況などを取り上げ

ることに留意する。ただし，児童の努力を要する点などについても，その後
の指導において特に配慮を要するものがあれば記入する。
また，学級・学年など集団の中での相対的な位置付けに関する情報も，必

要に応じ，記入する。

●
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さらに，通級による指導を受けている児童については，通級による指導を
謬受けた学校名，通級による指導の授業時数,指導期間,指導の内容や結果等

を記入する。通級による指導の対象となっていない児童生徒で，教育上特別
～：な支援を必要とする場合については，必要に応じ，効果があったと考えられ

る指導方法や配慮事項を記入する。

特別支援学校小学部においては，交流及び共同学習を実施している児童にｇ

ついて，その相手先の学校名や学級名，実施期間，実施した内容や成果等を
‘記入する。

ｓ入学時の障害の状態

特別支援学校小学部における入学時の障害の状態について，障害の種類及
び程度等を記入する。

５
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９ 出欠の記録

以下の事項を記入する。

（１）授業日数汎

児童の属する学年について授業を実施した年間の総日数を記入する。学
校保健安全法第２ｏ条の規定に基づき，臨時にシ学校の全部又は学年の全
部の休業を行うこととした日数は採業日数には含めない。
．この授業日数は,紺原則として，同一学年のすべての児童につき同日数と
することが適当である。ただし，転学又は退学等をした児童については，
転学のため学校を去った日又は退学等をした臼までの授業日数を記入し，
転入学又は編入学等をした児童についてば転入学又は編入学等をした日
以後の授業日数を記入する。

（２）出席停止・忌引等の日数

以下の日数を合算して記入する。

①学校教育法第３５条による出席停止日数，学校保健安全法第１９条に
よる出席停止日数及び感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関
する法律第１９条，第２０条〆第２６条及び第４６条による入院の場合
の日数

②学校保健安全法第２０条により，臨時に学年の中の一部の休業を行つ
た場合の日数

③肝忌引日数

④非常変災等児童又は保護者の責任に帰すことのできない事由で欠席し
た場合などで，校長が出席しなくてもよいと認めた日数

⑤その他教育上特に必要な場合で，校長が出席しなくてもよいと認めた
日数〆

（３）出席しなければならない日数

・授業日数から出席停止。忌引等の日数を差し引いた日数を記入する。
（４）欠席日数

出席しなければならない日数のうち病気又はその他の事故で児童が欠席
した日数を記入する。

（5＞出席日数

出席しなければならない日数から欠席日数を差し引いた日数を記入する。
なおダ学校の教育活動の一環として児童が運動や文化などにかかわる行

事等に参加したものと校長が認める場合には，指導要録の出欠の記録にお
いては出席扱いとすることができる。

また，平成１５年５月１６日付け１５文科初第２５５号『不登校への対

応の在り方について」や平成１７年７月６日付け１７文科初第４３７号
「不登校児童生徒が自宅においてＩＴ等‘を活用した学習活動を行った場合
の指導要録上の出欠の取扱い等について」に沿って，不登校の児童が適応
指導教室等学校外の施設において相談・指導を受け，又は自宅においてＩ
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Ｔ等を活用した学習活動を行ったとき，そのことが当該児童の学校復帰の
ために適切であると校長が認める場合には，指導要録の出欠の記録におい
ては出席扱いとすることができる。この場合には，出席日数の内数として
出席扱いとした日数並びに児童が通所若しくは入所した学校外の施設名又
は自宅においてＩＴ等を活用した学習活動によることを記入する。

(6)備考

出席停止・･忌引等の日数に関する特記事項，欠席理由の主なもの，●

早退等の状況その他の出欠に関する特記事項等を記入する。一

●
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中学校及び特別支援学校中学部の指導要録に記載する事項等
、

Ｉ学籍に関する記録､

学籍に関する記録については，原則として学齢簿の記載に基づき，学年当
初及び異動の生じたときに記入する。

１生徒の氏名，性別，生年月日及び現住所…
２保護者の氏名及び現住所
３ 入 学前の経歴

中学校及び特別支援学校中学部（以下，「中学校等」という。）に入学す
るまでの教育関係の略歴（在籍していた小学校又は特別支援学校小学部の学
校名及び卒業時期等）を記入する。なお，外国において受けた教育の実情な
ども記入する。

４入学・編入学 等

（１）入学

生徒が第１学年に入学した年月日を記入する。
（２）編入学等

第１学年の中途又は第２学年以上の学年に，在外教育施設や外国の学校
等から編入学した場合，又は就学義鴎務の猶予・免除の事由の消滅により就

・学義務が発生した場合について，その年月日，学年及び事由等を記入する。
５転入学

他の中学校等から転入学してきた生徒について，転入学年月日，転入学年，
前に在学していた学校名，所在地及び転入学の事由等を記入する。

６転学・退学等

他の中学校等に転学する場合には，・転学先の学校が受け入れた日の前日に，
当たる年月日，転学先の学校名，所在地，転入学年及びその事由等を記入す
る。また，学校を去った年月日についても併記する。
在外教育施設や外国の学校に入るために退学する場合又は学齢（満１５歳

に達した白の属する学年の終わり）を超過している生徒が退学する場合は,〃
校長が退学を認めた年月日及びその事由等を記入する。
なお，就学義務が猶予。免除される場合又は生徒の居所が１年以上不明で

ある場合は，在学しない者として取り扱い，在学しない者と認めた年月日及
びその事由等を記入する。

７卒業

校長が卒業を認定した年月日を記入する。
８進学先Ｐ就職先等

進学先の学校名及び所在地，就職先の事業所名及び所在地等を記入する。
ｇ学校名及び所在地
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分校の場合は，本校名及び所在地を記入するとともに，分校名，所在地及
び在学した学年を併記する。

１０校長氏名印，学級担任者氏名印

各年度に’校長の氏名，学級担任者の氏名を記入し，それぞれ押印する。
（同一年度内に校長又は学級担任者が代わった場合には，その都度後任者の

氏名を併記する。）

なお,氏名･の記入及び押印については，電子署名（電子署名及び認証業務
に関する法律（平成１２年法律第１ｏｚ号）第２条第１項に定義する「電子
署名」をいう。）を行うことで替えることも可能である。

Ⅱ指導に関する記録

中学校における指導に関する記録については，以下に示す記載することが
適当な事項に留意しながら〆各教科の学習の記録（観点別学習状況及び評
定）’総合的な学習の時間の記録，特別活動の記録，行動の記録，総合所見
及び指導上参＝考となる諸事項並びに出欠の記録について学年ごとに作成する。
特別支‘援学校（視覚障害シ聴覚障害；肢体不自由又は病弱）中学部におけ

る指導に関する記録については，中学校における指導に関する記録に記載す
る事項に加えて，自立活動の記録について学年ごとに作成するほか,ス学時
の障害の状態について作成する。

特別支援学校（知的障害）中学部における指導に関する記録については，”
各教科の学習の記録，特別活動の記録，自立活動の記録，総合的な学習の時､
間行動の記録，総合所見及び指導上参考となる諸事項並びに出欠の記録に
ついて学年ごとに作成するほか，入学時の障害の状態について作成する｡～
特別支援学校中学部に在籍する生徒については，個別の指導計画を作成す

る必要があることから，指導に関する記録を作成するに当たって，個別の指
導計画における指導の目標，指導内容等を踏まえた記述となるよう留意する。
また，生徒の障害の状態等に即して，学校教育法施行規則第１ｓｏ条の規定
に基づき各教科の全部若しくは一部について合わせて授業を行った場合又は
各教科，道徳，特別活動及び自立活動の全部若しくは一部について合わせて
授業を行った場合並びに特別支援学校小学部・中学部学習指導要領（平成２
１年文部科学省告示第３６号）第１章第２節第５の規定（重複障害者等に関
する教育課程の取扱い）を適用した場合にあっては，その教育課程や実際の
学習状況を考慮し，各教科等を合わせて記録できるようにするなど，必要に
応じて様式等を工夫して，その状況を適切に記入する。
特別支援学級に在籍する生徒の指導に関する記録については，必要がある

場合，特別支援学校中学部の指導要録に準じて作成する。
１各教科の学習の記録

中学校及び特別支援学校（視覚障害，聴覚障害，肢体不自由又は病弱）中
学部における各教科の学習の記録については，観点別学習状況及び評定にっ

２
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いて記入する。

特別支援学校（知的障害）中学部における各教科の学習の記録については，
特別支援学校小学部･中学部.学習指導要領に示す中学部の各教科の目標，内
容に照らし，具体的に定めた指導内容,実現状況等を文章で記述する。
（１）観点別学習状況

中学校及び特別支援学校（視覚障害，聴覚障害，肢体不自由又ｆは病弱）
中学部における観点別学習状況については，中学校学習指導要領（平成
ｚｏ年文部科学省告示第２８号）及び特別支援学校小学部や中学部学習指
導要領（以下，「中学校学習指導要領等」という。）に示す各教科の目標
に照らして，その実現状況を観点ごとに評価し記入する。その際，「十分
満足できる」状況と判断されるものをＡ，「おおむね満足できる」状況と
判断されるものをＢ，「努力を要する」状況と判断されるものをＣのよう
に区別して評価を記入する。

中学校及鱗ぴ特別支援学校（視覚障害，聴巨覚障害，肢体不自由又は病弱）
中学部における各教科の評価の観点についてγ設置者は，中学校学習指導
要領等を踏まえ，別紙Ｓを参考に設定する。また，各学校において，観点
を追加して記入できるようにする。

選択教科を実施する場合は沈各学校において観点を定め，記入する。
（２）評定

中学校及び特別支援学校（視覚障害，､聴覚障害,・肢体不自由又は病弱）
中学部における評定については，各学年における各教科の学習の状況につ
いて，中学校学習指導要領等に示す各教科の目標に照らして；その実現状
況を総括的に評価し記入する。

必修教科の評定は，必修教科の評定は，中学校学習指導要領等に示す各教科の目標に照らし
て〆その実現状況を「十分満.足できるもののうち，特に程度が高い」状況、
と判断されるものを５，…「十分満足できる」状況と判断されるものを４，
『おおむね満足できる」状況と判断されるものを３，『努力を要する」状
況と判断されるものを２，J一層努力を要する」状況と判断されるものを
ユのように区別して評価を記入する回』
選択教科を実施する場合は，各学校が評定の段階を決定し記入する。
評定に当たっては，評定は各教科の学習の状況を総括的に評価するもの、

であり，「（１）観点別学習状況」において掲げられた観点は『分析的な評
価を行うものとして，各教科の評定を行う場合において基本的な要素とな
るものであることに十分留意する‘その際，評定の適切な決定方法等につ
いては，各学校において定める｡！

２総合的な学習の時間の記録

中学校等における総合的な学習の時間の記録については，この時間に行っ
た学習活動及び各学校が自ら定めた評価の観点を記入した上で，それらの観
点のうち，生徒の学習状況に顕著な事項がある場合などにその特徴を記入す
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る等，生徒にどのような力が身に付いたかを文章で記述する。
評価の観点については，中学校学習指導要領等に示す総合的な学習の時間

の目標を踏まえ，各学校において具体的に定めた目標，内容に基づいて定め
る。その際，例えば，「よりよく問題を解決する資質や能力」，「学び方や
ものの考え方」，「主体的，創造的，協同的に取り組む態度」及び「自己の
生き方」等と学習指導要領に示す総合的な学習の時間の目標を踏まえて定め
たり，「学習方法に関すること」，「自分自身に関すること」及び「他者や
社会とのかかわりに関すること」等の視点に沿って各学校において育てよう９

とする資質や能力等を踏まえて定めたりすることが考えられる。また，教科
との関連を明確にし；総合的な学習の時間の学習活動にかかわる「関心更意ｅ

欲．態度」，…「思考・判断・表現」，「技能」及び「知識．理解」等と定め
ることも考えられる。

３特別活動の記録

中学校及び特別支援学校（視覚障害，聴覚障害が肢体不自由又は病弱）中

＃'･‘譲騨鵬駕繊麗駕猿鯉霊欝繍妻篭
照らして十分満足できる活動の状況にあると判断される場合に，○印を記入
する。

評価の観点については，中学校学習指導要領等に示す特別活動の目標を踏，
まえ’各学校において別紙５を参考に定める。その際，例えば，「集団や社
会の一員としての思考ｑ判断･実践」にかかわる観点について，学校として
重点化した内容を踏まえ，育てようとする資質や能力などに即し，より具体

．・的に定めることも考えられる．

特別支援学校(知的障害)中学部における特別活動の記録については,中
学校及び特別支援学校（視覚障害，聴覚障害，肢体不自由又｝垂病弱）中学部ｆ
における特別活動の記録に関する考え方を参考としながら文章で記述する。●

４自立活動の記録

特別支援学校中学部における自立活動の記録については,個別の指導訂画’
呼塞躍蕊iD誉喜駕篭i記鰯誇皐の概要に関すること

②障害の状態等に変化が見られた場合，その状況に関すること
③障害の状態を把握するため又は自立活動の成果を評価するために検査を
行った場合，その検査結果に関すること一

母５行動の記録

中学校及び特別支援学校（視覚障害，聴覚障害，肢体不自由又は病弱）中
学部における行動の記録については，各教科，道徳，総合的な学習の時間，
特別活動やその他学校生活全体にわたって認められる生徒の行動について坐
設置者は,中学校学習指導要領等の総則及び道徳の目標や内容，内容の取扱
いで重点化を図ることとしている事項等を踏まえて示している別紙らを参考

４



にして，項目を適切に設定する。また，各学校において，自らの教育目標に
沿って項目を追加できるようにする⑳

各学校における評価に当たってI丸各項目の趣旨に照らして十分満足でき
る状況にあると判断される場合に，○印を記入する。
＝特別支援学校（知的障害）中学部における行動の記録については，中学校
及び特別支援学校（視覚障害，聴覚障害，肢体不自由又は病弱）中学部にお
ける行動の記録に関する考え方を参考にしながら文章で記述する。

６総合所見及び指導上参考となる諸事項

中学校等における総合所見及び指導上参考となる諸事項については，生徒
の成長の状況を総合的にとらえるため,．以下の事項等を文章で記述する。．
①各教科や総合的な学習の時間の学習に関する所見
②特別活動に関する事実及び所見
③行動に関する所見

④ｗ進路指導に関する事項

⑤生徒の特徴・特技，部活動，学校内外におけるボランティア活:動など社
会奉仕体験活動『表彰を受けた行為や活動，学力について標準化された検
査の結果等指導上参考となる諸事項

⑥生徒の成長の状況にかかわる総合的な所見
へ記入に際しては，生徒の優れている点や長所，進歩の状況などを取り上げ
ることに留意する。ただし，生徒の努力を要する点などについても，その後
の指導において特に配慮を要するものがあれば記入する。
また，学級・・学年など集団の中での相対的な位置付けに関する情報も，必

要に応じ，記入する。

さらに，通級による指導を受けている生徒については，通級による指導を
受けた学校名皿通級による指導の授業時数匹指導期間，指導の内容や結果等
を記入する。通級による指導の対象となっていない児童生徒で，教育上特別
な支援を必要とする場合については，必要に応じ，効果があったと考えられ
る指導方法や配慮事項を記入する。

『特別支援学校中学部においては，交流及び共同学習を実施している生徒に
一ついて，その相手先の学校名や学級名，実施期間，実施した内容や成果等を
記入する。

７入学時の障害の状態

特別支援学校中学部における入学時の障害の状態について，障害の種類及
び程度等を記入する。

８出欠の記録

以下の事項を記入する。
（１）授業日数

生徒の属する学年について授業を実施した年間の総日数を記入する。学
校保健安全法第２ｏ条の規定に基づき，臨時に，学校の全部又は学年の全
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部の休業を行うこととした日数は授業日数には含めない。
この授業日数は，原則として，同一学年のすべての生徒につき同日数と

することが適当である。ただし，転学又は退学等をした生徒については，
転学のため学校を去った日又は退学等をした日までの授業日数を記入し，
転入学又は編入学等をした生徒については，転入学又は編入学等をした日
以後の授業日数を記入する。

(2＞･出席停止・忌引等の日数
以下の日数を合算して記入する。

①学校教育法第３５条による出席停止日数，学校保健安全法第１９条に
よる出席停止日数及び感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関
する法律第１９条，第２０条，第２６条及び第４６条による入院の場合
の日数

②学校保健安全法第２０条により，臨時に学年の中の一部の休業を行っ
た場合の日数

③忌引日数

④非常変災等生徒又は保護者の責任に帰すことのできない事由で欠席し
た場合などで，'校長が出席しなくてもよいと認めた日数、

Ｊ⑤選抜のための学力検査の受検その他教育上特に必要な場合で，校長が
出席しなくてもよいと認めた日数．

（３）出席しなければならない日数

授業日数から出席停止・忌引等の日数を差し引いた日数を記入する。
(4)欠席日数

出席しなければならない日数のうち病気又はその他の事故で生徒が欠席
した日数を記入する。

(5)出席日数．

出席しなければならない日数から欠席日数を差し引いた日数を記入する。
なお，学校の教育活動の一環として生徒が運動や文化などにかかわる行

事等に参加したものと校長が認める場合には，指導要録の出欠の記録にお
いては出席扱いとすることができる。

また，平成１５年５月１６日付け１５文科初第２５５号「不登校への対
応の在り方について」や平成１７年７月６日付け１７文科初第４３７号
「不登校児童生徒が自宅においてＩＴ等を活用した学習活動を行った場合
の指導要録上の出欠の取扱い等について」に沿づて，不登校の生徒が適応
指導教室等学校外の施設において相談・指導を受け，又は自宅においてＩ
Ｔ等を活用した学習活動を行ったとき，そのことが当該生徒の学校復帰の
ために適切であると校長が認める場合には，指導要録の出欠の記録におい
ては出席扱いとすることができる。この場合には，出席日数の内数として．
出席扱いとした日数及び生徒が通所若しくは入所した学校外の施設名又は
自宅においてＩＴ等を活用した学習活動によることを記入する。

６
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(6):備考

出席停止・忌引等の日数に関する特記事項，欠席理由の主なもの，遅刻，
早退等の状況その他の出欠に関する特記事項等を記入する。
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別紙３

高等学校及び特別支援学校高等部の指導要録に記載する事項等．

Ｉ学籍に関する記録

学籍に関する記録については，学年当初及び異動の生じたときに記入する。
学年による教育課程の区分を設けない課程（以下「単位制による課程ｊと

いう。）の場合においては，生徒に係る記録は「年度」を単位として行う
（指導に関する記録についても同様に取り扱う。）。

１生徒の氏名，性別ｙ生年月日及び現住所
２保護者の氏名及び現住所
３入学前の経歴

高等学校及び特別支援学校高等部（以下’「高等学校等」という。）に入
学するまでの教育関係の略歴（在籍していた中学校又は特別支援学校中学部
の学校名及び卒業時期等）を記入する。なお，外国において受けた教育の実
情なども記入する。

４入学・編入学

（１）入学・

校長が入学を許可した年月日を記入する。
（２）編入学・

高等専門学校，在外教育施設や外国の学校等から編入学した場合，過去
に高等学校等に在学していた者等が入学した場合について，その年月日，
学年等を記入する。また，単位制による課程の場合においては，当該生徒
に係る校長が定めた在学すべき期間を記入する。

ｓ転入学

他の高等学校等から転学してきた生徒について》転入学年月日，転入学年，
前に在学していた学校名，所在地，課程の種類，学科名等を記入する。また
単位制による課程の場合においては，当該生徒に係る校長が定めた在学すべ
き期間を記入する。

６転学・退学、

他の高等学校等に転学する場合には，転学先の学校が受け入れた日の前日
に当たる年月日，転学先の学校名，所在地，課程の種類，学科名所転入学年
等を記入する。また，学校を去った年月日についても併記する。
退学する場合には，校長が退学を認め，又は命じた年月日等を記入する。

７留学・休学

留学・休学について校長が許可した期間を記入する。留学の場合は，留学
先の学校名，学年及び所在国名を記入する。

８ 卒業

校長が卒業を認定した年月日を記入する。“

１
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ｇ進学先・就職先等

進学先の学校名及び所在地，就職先の事業所名及び所在地等を記入する。
１０学校名及び所在地，課程名。学科名

・分校の場合は，本校名及び所在地を記入するとともに，分校名,、所在地及
び在学した学年を併記する。

１１Ｊ校長氏名印γホームルーム担任者氏名印ｗ

各年度に，校長の氏名，ホームルーム担任者の氏名を記入し，それぞれ押
印する。（同一年度内に校長又はホームルーム担任者が代わった場合には，

ｉその都度後任者の氏名を併記する。）．

なお，氏名の記入及び押印については，電子署名（電子署名及び認証業務
に関する法律（平成１２年法律第１ｏｚ号）第２条第１項に定義する「電子．
署名」をいう。）を行うことで替えることも可能である。

１２各教科・科目等の修得単位数の記録
修得した各教科・科目等ごとに修得単位数の計を記入する。
編入学又は転入学した生徒について，以前に在学していた学校において修

得した単位を卒業に必要な単位として校長が認める場合には，その修得単位
数を各教科．､科目等の修得単位数として記入したり，以前に在学していた学
校における修得単位数等に関する証明書等の資料を学籍に関する記録に添付
したりすることにより，適切に記録する。

〆

．また，留学に関して〆校長が認定した修得単位数は，それを記入する欄等
に適切に記入する。

皿指導に関する記録

高等学校における指導に関する記録については，各教科．科目等の学習の
記録（各教科及び科目の名称，それぞれの科目ごとの学年や年度ごとの評定
及び修得単位数，それぞれの科目等の修得単位数の合計並びにそれぞれの科
目等の履修上の特記事項等，総合的な学習の時間の学年や年度ごとの修得単
位数及び総合的な学習の時間の修得単位数の合計並びに留学による学年や年
度ごとの修得単位数及び留学による修得単位数の合計），総合的な学習の時
間の記録，特別活動の記録，総合所見及ぴ指導上参考となる諸事項並びに出
欠の記録について作成する。

特別支援学校(視覚障害,聴覚障害肢体不自由又は病弱）高等部におけ
る指導に関する記録については，高等学校における指導に関する記録に記載
する事項に加えて，自立活動の記録及び入学時の障害の状態について作成す
る。

特別支援学校（知的障害）高等部における指導に関する記録については，
各教科の学習の記録，特別活動の記録，自立活動の記録，学年ごとの総授業
時数，入学時の障害の状態，総合所見及び指導上参考となる諸事項並びに出
欠の記録について作成する｡
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特別支援学校高等部に在籍する生徒については，個別の指導計画を作成す
る必要があることから，指導に関する記録を作成するに当たって，個別の指
導計画における指導の目標，指導内容等を踏まえた記述となるよう留意する。
また，生徒の障害の状態等に即して，学校教育法施行規則第１ｓｏ条の規定
に基づき各教科又は各教科に属する科目の全部若しくは一部について合わせ
て授業を行った場合又は各教科，道徳，特別活動及び自立活動の全部若しく
は一部について合わせて授業を行った場合並びに特別支援学校高等部学習指
導要領（平成２１年文部科学省告示第３７号）第１章第２節第６款の規定
（重度重複者等に関する教育課程の取扱い）を適用した場合にあっては，そ
の教育課程や実際の学習状況を考慮し，各教科ｂ科目等を合わせて記録する
など，必要に応じて様式等を工夫して，その状況を適切に記入する。
高等学校及び特別支援学校（視覚障害，聴覚障害，肢体不自由又は病弱）

高等部における指導に関する記録については，学年による教育課程の区分を
設けるか設けないか等の違いにより，課程の単位の修得の認定の時期が異な
ることから，例えば，各教科・科目等の学習の記録を学年や年度，学期ごと
に区分して記入するなど工夫する。

]Ｌ各教科・科目等の学習の記録

高等学校及び特別支援学校（視覚障害，聴覚障害’肢体不自由又は病弱）
高等部における各教科ｂ科目等の学習の記録については，評定及び修得単位
数について記入する。
（１）各教科・科目の評定

①各教科・科目の評定は，高等学校学習指導要領（平成２１年文部科学
省告示第３４号）及び特別支援学校高等部学習指導要領（以下，「高等
学校学習指導要領等」という。）に示す各教科・・科目の目標に基づき，
学校が地域や生徒の実態に即して定めた当該教科・科目の目標や内容に
照らし’その実現状烹況を総括的に評価して，「十分満足できるもののう
ち〆特に程度が高い」状況と判断されるものを５，「十分満足できる」
状況と判断されるものを４，「おおむね満足できるｊ状況と判断される
ものを３，「努力を:要する」状況と判断されるものを２，「努力を要す
ると判断されるもののうち，特に程度が低い」状況と判断されるものを
１のように区別して評価を記入する。ｌ

②評定に当たっては，知識や技能のみの評価など一部の観点に偏した評
定が行われることのないように，「関心・意欲・態度」，「思考．判断
・表現」，「技能ｊ及び「知識・理解」といった観点による評価を十分

，踏まえながら評定を行っていくとともに，評定が教師の主観に流れて妥
当性や信頼性等を欠くことのないよう学校として留意する。その際，別
紙６に各教科の評価の観点及びその趣旨を示しているのでｊこれらを＋
分踏まえながらそれぞれの科目のねらいや特性を勘案じて具体的な評価

・規準を設定するなど評価の在り方を工夫する。

３
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③学校設定教科に関する科目のうち当該教科・科目の目標や内容等から
数値的な評価になじまないものについては，評定は行わず，学習の状況
や成果などを踏まえて，総合所見及び指導上参考となる諸事項に所見等
を記述するなど，評価の在り方等について工夫する。

（２）各教科・科目等の修得単位数

高等学校及び特別支援学校（視覚障害，聴覚障害，肢体不自由又は病
弱）高等部における各教科・科目等について，・修得を認定した単位数を記
入する。単位の修得を認めない場合は，「努力を要すると判断されるもの
のうち，特に程度が低い」のように評定を行う。
編入学又は転入学じた生徒について，以前に在学していた学校において

修得した単位を卒業に必要な単位として校長が認める場合には，その単位
数を各教科・科目等の修得単位数として記入したり，以前に在学していた
学校における修得単位数等に関する証明書等の資料を学籍に関する記録に
添付したりすることにより，適切に記録する．

（3＞総合的な学習の時間の修得単位数

高等学校､等における総合的な学習.の時間における学習活動について，修
得を認定した単位数を記入する。

（４）留学による修得単位数

留学した生徒の外国の学校における学習の成果をもとに，校長が修得を
、定した場合はその単位数を記入する。この場合，当該外国の学校の教育
課程を逐一，我が国の学習指導要領や学校の教育課程と比較し，これらの
教科ｑ科目に置き換えて評価する必要はない。
なお》外国の高等学校の発行する修得単位数等に関する証明書等の資料

を添付する。

（５）他の学校において履修した場合の履修の取扱い等
校長が以下のような単位の認定を行った場合等は，履修上の特記事項と

して，備考欄に記入する。

①高等学校学習指導要領第１章第３款２(2)に基づき，主として専門学科
．において開設される各教科勺科目の履修により必履修教科ｐ科目の一部．
又は全部に代えることを認める場合

再墨

Ｐ
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②学校教育法施行規則第９７条に基づき，他の高等学校等において修得
した一部の科目の単位について，生徒の在学する高等学校における全課
程の修了を認めるに必要な単位数に加えることを認める場合

③同令第９８条に基づき，大学等における学修’知識及び技能に関する
審査に係る学修，ボランティア活動その他の継続的に行われる活動に係
る学修等について〆生徒の在学する高等学校における科目の履修とみな
し，当該科目の単位を与える場合

④Ｊ同令第１００条に基づき，高等学校卒業程度認定試験規則の定めると
ころにより合格点を得た試験科目に係る学修及び高等学校の別科におけ。

４
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る学修で高等学校学習指導要領の定めるところに準じて，修得した科目
に係る学修について，生徒の在学する高等学校における科目の履修とみ．
なし，当該科目の単位を与える場合

⑤高等学校通信教育規程第１２条第１項に基づき，通信制の課程の生徒
について，その在学する高等学校の定時制の課程又は他の高等学校の定
時制の課程若しくは通信制の課程において一部の科目の単位を修得した
ときに，それを生徒の在学する通信制の課程の全課程の修了を認めるに

M要な単位数に加えることを認める場合（同第２項による場合も同様と
する。）．

特別支援学校（知的障害）高等部における各教科・科目等の学習の記録に
ついては，特別支援学校高等部学習指導要領に示す各教科の目標，内容に照
らし，具体的に定めた指導内容，実現状況等を文章で記述する『

２総合的な学習の時間の記録
（１）学習活動

高等学校等における総合的な学習の時間において行った学習活動を文章
で記述する。

（２）評価

各学校が定めた総合的な学習の時間の目標，内容に基づいて各学校が定
めた評価の観点を踏まえて，生徒の学習状況に顕著な事項がある場合など
にその特徴を記入する等，生徒にどのような力が身に付いたかを文章で記
述する。

評価の観点については，高等学校学習指i導要領等に示す目標を踏まえ,Ｊ
各学校において具体的に定めた目標，内容に基づいて定#める。

Ｓ特別活動の記録

高等学校等における特別活動において行った生徒の活動の状況について，
・主な事実及び所見を文章で記述する。その際，所見については，生徒の長所
を取り上げるよう留意する。

４自立活動の記録

霞・特別支援学校高等部における自立活動については，個別の指導計画を踏ま、

え，以下の事項等を記入する。

①指導の目標，。指導内容，指導の結果の概要に関すること
②障害の状態等に変化が見られた場合，その状況に関すること
③障害の状態を把握ずるため又は自立活動の成果を評価するために検査を
行った場合，その検査結果に関すること

④特別支援学校高等部学習指導要領第１章第２節第５款第１の２の規定によ
り，自立活動の授業時数を単位数に換算した場合の単位

５総合所見及び指導上参考となる諸事項

高等学校等における総合所見及び指導上参考となる諸事項については，生徒
の成長の状況を総合的にとらえるため，以下の事項等を文章で記述する。

５
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①各教科．科目や総合的な学習の時間の学習に関する所見
②行動に関する所見

③進路指導に関する事項
④ 取得資格

⑤生徒が就職している場合の事業所

⑥生徒の特徴．特技，部活動，学校内外におけるボランティア活動など社会
奉仕体験活動，表彰を受けた行為や活動，学力について標準化された検査に
関する記録など指導上参考となる諸事項

⑦生徒の成長の状況にかかわる総合的な所見
記入に際しては，生徒の優れている点や長所，進歩の状況などを取り上げる １．

よう留意する。ただし，生徒の努力を要する点などについても，その後の指導
において特に配慮を要するものがあれば記入する。１
特別支援学校高等部においては,交流及び共同学習を実施している生徒たる

いて，その相手先の学校名，実施期間，、実施した内容や成果等を記入する．．．◎．

６ 入学時の障害の状態詞鼠IIImlI》
．,_ず．:~‘

特別支援学校高等部における入学時の障害の状態1こつi'､て，障害の種類及
ぴ程度等を記入する。

７出欠の記録

全日制及び定時制の課程においては，以下の事項を記入する。Ｊ礼Ｔ
（１）授業白数

． ９

生徒の属する学科及び学年について授業を実施した年間の総日数を記入
する。学校保健安全法第２０条の規定に基づき，臨時に。学校の全部又は
学年の全部の休業を行うこととした日数は授業日数には含めない。…、
ただし，転学又は退学をした生徒については，転学のため学校を去った

臼又は退学をした日までの授業日数を記入し，編入学又は転入学をした生
徒については，編入学又は転入学をした臼以後の授業日数を記入する。
なおｊ単位制による課程の場合においては，授業日数についてはｊ当該

生徒の履修計画にしたがって出校すべき年度間の総日数を記入する。一
（２）出席停止．忌引等の日数 電

以下の日数を合算して記入する。

①学校教育法第１１条による懲戒のうち停学の日数,:学校保健安全法第
１９条による出席停止の日数及び感染症の予防及び感染症の患者に対す
る医療に関する法律第１９条，第２０条，第２６条及び第４６条による
入院の場合の日数

②学校保健安全法第２０条により，臨時に学年の中の一部の休業を行っ
た場合の日数

③忌引日数

④非常変災等生徒又は保護者の責任に帰すことのできない事由で欠席し
た場合などで，校長が出席しなくてもよいと認めた日数
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⑤選抜のための学力検査の受検その他教育上特に必要な場合で，校長が
・出席しなくてもよいと認めた日数

（３）留学中の授業日数

校長が許可した留学期間における我が国の在籍校の授業日数を記入する。
（４）出席しなければならない日数

授業日数から出席停止・忌引等の日数及.び留学中の授業日数を差し引い
…た日数を記入する。
（５）欠席日数

出席しなければならない日数のうち病気又はその他の事故で生徒が欠席
した日数を記入する。

（６）出席日数

出席しなければならない日数から欠席日数を差し引いた日数を記入する。
なお，学校の教育活動の一環として生徒が運動や文化などにかかわる行

事等に参加したものと校長が認める場合には，指導要録の出欠の記録にお
１､ては出席扱いとすることができる。

また，平成２１年３月１２日付け２０文科初第１３４６号「高等学校に
おける不登校生徒が学校外の公的機関や民間施設において相談ｑ指導を受
けている場合の対応について」に沿って，不登校の生徒が学校外の施設に
おいて相談・指導を受け，そのことが当該生徒の将来的な社会的自立を助
ける上で適切であると校長が認める場合には，指導要録の出欠の記録にお
いては出席扱いとすることができる。この場合には，出席日数の内数とし
て出席扱いとした日数及び生徒が通所若しくは入所した学校外の施設名を
記入する。

（７）備考

出欠に関する特記事項等を記入する。
８出校の記録

通信制の課程においては正以下の事項を記入する。
＜1＞出校日数

実際に生徒が出校した年度間の総日数を記入する。この日数には，生徒
が面接指導等のために，協力校，その他学校が定めた場所に出校した日数
を含むものとする。ただし，転学又は退学をした生徒については，転学の
ため学校を去った日又は退学をした日までの出校日数を記入し，編入学又
は転入学をした生徒については，編入学又は転入学をした日からその年度
の終わりまでの出校日数を記入する。

(2)､備考

出校の状況に関する特記事.項のほか，ラジオ，テレビ放送その他の多様
なメディアの利用により，各教科・科目又は特別活動についての面接指導
時間数の一部が免除された結果として出校する必要のなくなった日数等を
記入する。

７
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各学校における指導要録の保存ケ送付等に当たっての配慮事項

１児童生徒が転学する場合は，学校教育法施行規則第２４条第２項に基づいて
進学元の校長等から送付を受けた指導要録の抄本又は写しを，同条第３項の規
定により転学先の校長へ送付することとされており，この場合において，進学
元（小学校にあっては，保育所及び認定こども園を含む。）から送付を受けた
"指導要録の抄本又は写しについては，進学してきた児童生徒が在学する期間保
存することす

ｚ配偶者からの暴力の被害者と同居する児童生徒については，転学した児童生
徒'の指導要録の記述を通じて転学先の学校名や所在地等の‘情報が配偶者（加害

ｉ_、

者）に伝わることが懸念される場合がある。

このような特別の事情がある場合には，平成２１年７月１３日付け２１生参
学第７号「配偶者からの暴力の被害者の子どもの就学について」に沿って，配
偶者からの暴力の被害者と同居する児童生徒の転学先や居住地等の情報につい
ては，各地方公共団体の個人情報保護条例等に則り，配偶者暴力相談支援セン
ターや福祉部局等との連携を図りながら，厳重に管理すること。

●
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１
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各教科等。各学年等の評価の観点等及びその趣旨
（小学校及び特別支援学校小学部並びに中学校及び特別支援学校中学部）

１．各教科の学習の記録

匝亙更］

（１）評価の観点及びその趣旨

く小学校国 語＞～

（２）学年別の評価の観点の趣旨

く小学校国語＞，

＄

〆

Ｂ

ｴｺ醒震粛辱眉目

別紙５

１

鯉

ロ

＜中学校国語＞、

観
点

国語への関心・意
欲・態度

話す・聞く能力 書く能力 読む能力
●

‐ ﾜ

言語についての知

識・理解・技能

趣
旨

国語で伝え合う力
を進んで高めると

ともに，国語に対

する認識を深め，
国語を尊重しよう
とする。

目的や場面に応じ，
適切に話したり聞
いたり話し合った

りして，自分の考
えを豊かにしてい

る｡

相手や目的，意図
に応じ，筋道を立

てて文章を書いて，

自分の考えを豊か
にしている。

目的や意図に応じ，
様々な文章を読ん
だり読書に親しん

だりして ， 自分の

考えを豊かにして
いる。。

伝統的な言語文化

に親しんだり，言

葉の特徴やきまり，
漢字などについて

理解し使ったりす

るとともに，文字

を正しく整えて速
く書いている。

観
点

国語への関心・意

欲・態度
話す・聞く能力 書く能力 読む能力 言語についての知

Ｑ●

識・理解・技能
③

趣
旨

国語で伝え合う力

を進んで高めると
ともに，国語に対

する関心を深め，
国語を尊重しよう
とする。

相手や目的，意図
に応じ，話したり

聞いたり話し合っ
たりし， 自分の考

えを明確にしてぃ
る。

相手や目的，意図

に応じ,･文章を書
き＄ 自分の考えを

明確にしている。

目的に応じ，内容

をとらえながら本
や文章を読み，自
分の考えを明確に

している。

伝統的な言語文化
に触れたり，言葉
の特徴やきまり９

■

文字の使い方など

について理解し使

ったりするととも

に，文字を正しく
整えて書いている。

Ｘ
国語への関心・意
欲,・態度

話す・聞く能力 書く能力 読む能力
６．

言語についての知

識・理解・技能
第
１
学
年
及
び
第
二
学
年

国語で伝え合う力

を進んで高めると

ともに，国語に対

する関心を深め，
進んで話したり聞

いたり書いたり，
楽しんで読書した

りしようとする。

相手に応じ，身近

.なことなどについ

て，事柄の順序を

考えながら話した

り，大事なことを

落とさないように

聞いたり，話題に

沿って話し合った

りしている。

経験したことや想
像したことなどに

ついて，順序を整

理し〆簡単な構成

を考えて文や文章

を書いている。

書かれている事柄
の順序や場面の様
子などに気付いた

り’ 想像を広げた

りして本や文章を

読んでいる。

匂

伝統的な言語文化

に触れたり，言葉

の特徴やきまり，
文字の使い方など

について理解し使

ったりするととも
に ， 文字を正しく

丁寧に書いている。

第
３
学
年
及
び
第
４
学
年

国語で伝え合う力
を進んで高めると

ともに，国語に対

する関心を深め，
工夫をしながら話
したり聞いたり書

いたり，幅広く読

書したりしようと
する｡

相手や目的に応じ，
調べたことなどに

ついて， 筋道を立

てて話したり，話

の中心に気を付け

て聞いたり，進行

に沿って話し合っ

たりしている。

相手や目的に応じ，
調べたことなどが

伝わるように，段
落相互の関係など

に注意して文章を

書いている。

目的に応じ，内容
の中心をとらえた

り段落相互の関係
を考えたりしなが

ら本や文章を読ん

でいる。

伝統的な言語文化
に触れたり，言葉

の特徴やきまり，
文字の使い方種ど

について理解し使

ったりするととも

にブ文字を形や大
きさ ， 配列，筆圧

などに注意して書
いている。



'欝繍'､；

万

/議爾､！》！

２

Ｐ

＜中学校国語＞

童
国語への関心・意
欲・態度

話す・聞く能力 書く能力 読む能力 言語についての知

識・理解心技能

第

１

学
年

国語で伝え合う力

を進んで高めると
へ

ともに， 国語に対

する認識を深め，
話したり聞いたり

書いたりして考え

をまとめ，読書を

通してものの見方
や考え方を広げよ
うとする。

目的や場面に応じ，
構成を工夫して話

したり，意図を考

えながら聞いたり，
話題や方向をとら

えて話し合ったり
している。

目的や意図に応じ，

構成を考え，自分
の考えや気持ちを

根拠を明確にして
□

文章に書いている。

●｡

目的や意図に応じ，
様々な本や文章な
どを読み，・内容や

要旨を的確にとら
えて９ 自分のもの

の見方や考え方を
●

広くしている６

伝統的な言語文化
に触れたり，言葉

の特徴やきまり，
漢字などについて

理解し使ったりす
るとともに，文字

を槽書で書き，漢
字の行書の基礎的

な書き方を理解し
て書いている。

第
２
学
年

国語で伝え合う力
を進んで高めると

●

ともに，国語に対

する認識を深め，
話したり聞いたり

書いたりして考え

を広げ，読書を生

活に役立てようと
する｡ 。

目的や場面に応じ，
立場や考えの違い

を踏まえて話した
りｐ 考えを比べな

がら聞いたり〉相

手の立場を尊重し

て話し合ったりじ

ている。

目的や意図に応じ，
構成を工夫し，伝

えたいことが効果
的に伝わるように

文章を書いている。

目的や意図に応じゥ
内容や表現の仕方
に注意して文章を

読み，知識や体験

と関連付けて自分
の考えをもってぃ
る。

伝統的な言語文化

を楽しんだり，言

葉の特徴やきまり，
漢字などについて

理解し使ったりす

るとともに，漢字

の行書とそれに調
和した仮名を書き，
槽書又は行書を選
んで書いている。

ウ

●

第
３
学
年

国語で伝え合う力
を進んで高めると

ともに，国語に対

する認識を深め，
話したり聞いたり

書いたりして考え

を深め，読書を通

して自己を向上さ

せようとする。

目的や場面に応じ，
相手の様子に合わ

せて話したり，表

現の工夫を評価し

て聞いたり，課題

の解決に向けて話
し合ったりしてい

る。

目的や意図に応じ，

文章の形態を選択
し ， 論理の展開を

工夫して説得力の

ある文章を書いて
いる｡

目的や意図に応じ，
文章の展.開や表現
の仕方などを評価

しながら読み，人

間，社会，自然な

どについて自分の

意見をもっている。

伝統的な言語文化
●

に親しんだり，言
葉の特徴やきまり，
漢字などについて

理解し使ったりす
るとともに，身の

回りの文字に関心

をもち，効果的に

文字を書いている。

Ｘ
国語への関心・意

欲・態度 ●

話す･･聞く能力 書く能力 読む能力 言語についての知

識心理解・技能
第
５
学
年
及
び
第
６
学
年

国語で伝え合う力

を進んで高めると

ともに，国語に対

する関心を深め，
適切に話したり聞

いたり書いたり，
読書を通して考え

を広げたり深めた

りしようとする０
０

目的や意図に応じ，

考えたことや伝え
たいことなどにつ

いて

たり
ア
リ

的確に話し

相手の意図

をつかみながら聞
いたり,八計画的に

話し合ったりして
いる０

目的や意図に応じ，
考えたことなどを

文章全体の構成の

効果を考えて文章

に書いている。

目的に応じ皿内容

や要旨をとらえな

がら本や文章を読

んでいる。．

伝統的な言語文化

に触れたり，言葉

の特徴やきまり，
文字の使い方など

につい､て理解し使

ったりするととも

に，文字を書く目

的や用紙全体との

関係，点画のつな

がりなどに注意し

て書いている。
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（１）評価の観点及びその趣旨

く小学校社会＞

･･箔〆

Ｃｓ

＜中学校社会＞
９

３

《’2m'、

（２）学年・分野別の評価の観点の趣旨
●

＜小学校社会＞

‘mQ1I〉

。●

Ｘ社会的事象への関心
意欲・態度 ●●●

■

Ｐ 社会的な思考・判断ロ
表現Ｉ

●

観察ｂ資料活用の技能
● 少

社会的事象についての

知識廿理解…
第
３
学
年
及
び
：
第
４
学
年

地域における社会的事
象に関心をもち，それ

を意欲的に調べ，地域
社会の一員としての自
覚をもつとともに，地
域社会に対する誇りと

愛情をもとうとする。

●

〃

地域における社会的事

象から学習問題を見い

だして追究し，地域社
会の社会的事象の特色
や相互の関連などにつ

いて思考・判断したこ

とを適切に表現してい
る

申

P

｡

地域における社会的事
象を的確に観察；調査

したり，地図や各種の
具体的資料を活用した

りして，必要な情報を

集めて読み取ったりま
守口●

とめたりしている。
Ｊ・●

地域の産業や消費生活

の様子，人々の健康な

生活や良好な生活環境
及び安全を守るための

諸活動，地域の地理的

環境，人々の生活の変
化や地域の発展に尽く

した先人の働きを理解
している。

色③

。

第
５
学
年

我が国の国土と産業の

様子に関する社会的事
象に関心をもち，それ

を意欲的に調べ，国土
の環境の保全と自然災

害の防止の重要性，産
業の発展や社会の情報
化の進展に関心を深め

るとともに，国土に対
する愛情をもと
る。

”

フ とす

我が国の国土と産業の
様子に関する社会的事

象から学習問題を見い
だして追究し，社会的

事象の意味について思

考９判断したことを適
切に表現している。

抄

我が国の国士と産業の

様子に関する社会的事

象を的確に調査したり，
地図や地球儀，統計な

どの各種の基礎的資料

を活用したりして，必

要な情報を集めて読み
取ったりまとめたりし

ている。

我添国の国土と産業の

様子，国土の環境や産

業と国民生活との関連
ﾄ●

を理解している。
◆●ゆ

観
点

社会的事象への関心。

意欲。態度
社会的な思考・判断・
表現

観察。資料活用の技能 社会的事象についての

知識･理解

趣
旨

社会的事象に関心をも

ち，それを意欲的に調
ざヘミ

、 社会の一員として

自覚をもってよりよい

社会を考えようとする、

社会的事象から学習問

題を見いだして追究し，
社会的事象の意味につ
いて思考・判断したこ

とを適切に表現してい
る。

↓

社会的事象を的確に観

察，調査したり，各種
の資料を効果的に活用

したりして，必要な情

報をまとめている。

社会的事象の様子や働
き，特色及び相互の関

連を具体的に理解して
いる◎

６℃

観
点

社会的事象への関心。
意欲・態度

社会的な思考・判断
表現

■ 資料活用の技能 社会的事象についての

知識・理解

趣
旨

社会的事象に対する関

心を高め，それを意欲
的に追究し，よりよい
社会を考え自覚をもっ

て責任を果たそうとす
る◎．

■

$

社会的事象から課題を
見いだし，社会的事象
の意義や特色，相互の

関連を多面的・多角的
に考察し，社会の変化
を踏まえ公正に判断し

て,､その過程や結果を
適切に表現している。

社会的事象に関する諸

資料から有用な情報を
適切に選択して，効果
的に活用している。

社会的事象の意義や特

色，相互の関連を理解
し，その知識を身に付
けている。

●

｡
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＜中学校社会＞

'．割wQ，

Ｐ

４

※社会的事象への関心．

意欲・態度
社会的な思考・判断
表現

■

観察・資料活用の技能 社会的事象についての

知識ｄ理解

第
６
学
年

我が国の歴史と政治及

び国際社会における我

が国の役割に関心をも
ち
へミ

Ｄ
３

それを意欲的に調
’

我が国の歴史や伝
統を大切にし国を愛す
る心情をもつ生ともに，
平和を願う日本人とし

て世界の国々の人埼と

共に生きていくことが

大切であることの自覚
をもとうとする｡．

我が国の歴史と政治及

び国際理解に関する社
会的事象から学習問題

を見いだして追究し，
社会的事象の意味につ

いてより広い視野から

思考・判断したことを
●夕●

適切に表現している。

我が国の歴史と政治及

び国際理解に関する社
会的事象を的確に調査
したり，地図や地球儀，
年表などの各種の基礎
的資料を活用したりし
て ' 必要な情報を集め
て読み取ったりまとめ
たりしている。

国家・社会の発展に大

きな働きをした先人の
●

業績や優れた文化遺産，

日常生活における政治
の働きと我が国の政治
の考え方及び我が国と
関係の深い国の生活や
国際社会における我が

国の役割を理解してい
る◎

Ｘ社会的事象への関心
意欲。態度

■ 社会的な思考・判断
表現

■

資料活用の技能 社会的事象についての

知識・．理解

地
理
的
分
野

地理的事象に対する関

心を高め，それを意欲
的に追究し〆広い視野
に立って我が国の国土

及び世界の諸地域の特

色について認識を養お
うとする。

● ･

つ
●■

地理的事象から課題を

見いだし，日本や世界
の地域的特色を地域の

規模に応じて環境条件
や人々の営みなどと関

連付けて多面的・多角
的に考察し，公正に判
断して，その過程や結
果を適切に表現してい
る。

地図や統計，映像など
●1

地域に関する様々な資

料を収集し，有用な情
報を適切確選択して，
読み取ったり図表など

にまとめたりしている。

●
■

日本や世界の諸地域に

ついて，その地域構成

や地域的特色，地域の
課題などを理解し，そ
の知識を身に付けてい
る｡

歴
史
的
分
野
、

●

歴史的事象に対する関

心を高め,それを意欲
的に追究し，広い視野
に立って我が国の伝統

と文化について考え国
民としての自覚をもと

●

うとする。．

歴史的事象から課題を

見いだし,我が国の歴

史の大きな流れや各時
代の特色などを多面的

･多角的に考察し，公
正に判断して，その過

程や結果を適切に表現
している。

年表や歴史地図，映像

など歴史に関する様々
な資料を収集し，有用
な情報を適切に選択し
て 夕 読み取ったり図表
などにまとめたりして
い る｡．

我が国の歴史の大きな

流れを，世界の歴史を
背景に，､各時代の特色

を踏まえて理解し，そ
の知識を身に付けてい
る｡ ．

公
民
的
分
野

現代の社会的事象に対
する関心を高め,それ
を意欲的に追究し，広
い視野に立ってよりよ

い社会を考え公民とし

ての自覚をもって責任
を果たそうとする｡

現代の社会的事象から

課題を見いだし，社会

的事象の意義や役割，●

相互の関連などを多面

的・多角的に考察し，
●今

様々な考え方を踏まえ
公正に判断して,その
過程や結果を適切に表
現している。

統計や新聞，映像など

現代の社会的事象に関

する様々な資料を収集
し ， 有用な情報を適切

に選択してゴ読み取っ

たり図表などにまとめ

たりしている。
●ｬ●

《

現代社会についての見

方や考え方の基礎か現
代の社会生活及び政治
や経済の基本的な考え
方 ， 社会的事象の意義
や役割，相互の関連な
どを理解し，その知識
を身に付けている。
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（１）評価の観点及びその趣旨

く小学校算数＞

《’11m、

や

＜中学校数学＞
９

５

（２）学年別の評価の観点の趣旨

く小学校へ算数＞

傘

●

Ｘ算数への関心・意欲
態度

■ 数学的な考え方

ＪＰ

数量や図形についての

技能
数量や図形についての

知識・理解

第

１

学
年

数量や図形に親しみを
もち，それらについて

様誉な経験をもとうと
する。

■
０

数量や図形についての

基礎的・基本的な知識

及び技能の習得や活用
を通して，数理的な処

理に親しみ，考え表現
したり工夫したりして
いる ｡

整数の計算をしたり，
身の回りにある量の大

きさを比較したり，図
形を構成したり，数量
の関係などを表したり

読み取ったりするなど

の技能を身に付けてい
る。

数量や図形についての

感覚を豊かにするとと

もに，整数の意味と表

し方及び整数の計算の
意味を理解し，量，図
形及び数量の関係にっ
いての理解の基礎とな

る経験を豊かにしてい
る◎．

第
２
学
年

数量や図形に親しみを

もち，それらについて

様々な経験をもとうと
するとともに，知識皇や

技能などを進んで用い
ようとする。

数量や図形についての

基礎的・基本的な知識
及び技能の習得や活用

を通して，数理的な処

理に親しみ，考え表現
したり工夫したりして

いる 。

整数の計算をしたり，
長さや体積などを測定

したり，図形を構成し
たり ９ 数量の関係など

を表したり読み取った

りするなどの技能を身

に付けている。

数量や図形についての

感覚を豊かにするとと

に
方

も
し

２
９

整数の意味と表

整数の計算の意

味，長さや体積などの

単位と測定の意味,図
形の意味及び数量の関
係などについて理解し
ている。

観
点

算数への関心・意欲。
態度

数学的な考卿え方 数量や図形についての

技能
数量や図形についての

知識。理解

趣
旨

数理的な事象に関心を

もつとともに，算数的
活動の楽しさや数理的

な処理のよさに気付き，
進んで生活や学習に活
用しようとする。

日常の事象を数理的に

とらえ〆見通しをもち

筋道立てて考え表現し
たり，そのことから考

えを深めたりするなど，
数学的な考え方の基礎
を身に付けている。

数量や図形についての

数学的な表現や処理に

かかわる技能を身に付

けている｡

数量や図形についての

豊かな感覚をもち，そ
れらの意味や性質など

について理解している。

観
点

数学への関心・意欲
態度

■

数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについ

ての知識・理解
◆の

趣

旨

数学的な事象に関心を

もつとともに，数学的

活動の楽しさや数学の

よさを実感し，数学を

活用して考えたり判断
したりしようとする。

事象を数学的にとらえ

て論理的に考察し表現
したり，その過程を振

り返って考えを深めた
りするなど，数学的な

見方や考え方を身に付
けている。

事象を数量や図形など

で数学的に表現し処理

する技能を身に付けて
いる Ｏ；

数量や図形などに関す
る基礎的な概念や原理

･法則などについて理

解し，知識を身に付け
ている。

■●

●
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算 数

態度

へ
、 の関心・意欲 ■ 数学的な考え方 数量や図形についての

技能
数量や図形についての

知識・理解

第
３
学
年

数理的な事象に関心を

もつとともに，知識や
技能などの有用さ及ぴ

数量や図形の性質や関
係を調べたり筋道を立

てて考えたりすること

のよさに気付き，進ん

で生活や学習に活用し

ようとする。

数量や図形についての

基礎的・基本的な知識

及び技能の習得や活用

を通して，日常の事象

について見通しをもち

筋道を立てて考え表現
したり，そのことから

考えを深めたりするな

ど〆数学的な考え方の

基礎を身に付けている。

整数などの計算をした
り’ 長さや重さなどを

測定したり，図形を構

成要素に着目して構成
したり，数量の関係な

どを表したり読み取っ

たりするなどの技能を

身に付けている。

。●

●

数量や図形についての

感覚を豊かにするとと

もに，整数，小数及び

分数の意味と表し方，
計算の意味，長さや重

さなどの単位と測定の

意味ｊ図形の意味及び
数量の関係などについ

て理解している。

第
４
学
年

数理的な事象に関心を

もつとともに，知識や

技能などの有用さ及び

数量や図形の性質や関
係を調べたり筋道､を立

てて考えたりすること

のよさに気付き，進ん
で生活や学習に活用し

ようとする｡，

数量や図形についての

基礎的・基本的な知識
及び技能の習得や活用

を通して，日常の事象

について見通しをもち

筋道を立てて考え表現
したり，そのことから

考えを深めたりするな

ど，数学的な考え方の

基礎を身に付けている。

整数，小数及び分数の
計算をしたり，図形の

面積を求めたり，図形

を構成要素の位置関係

に着目して構成したり,
数量の関係などを表し

たり調べたりするなど
の技能を身に付けてい
る。

数量や図形についての

感覚を豊かにするとと

もに，整数，小数及び

分数の意味と表し方，
計算の意味，面積など

の単位と測定の意味，
図形の意味及び数量の

関係などについて理解
している。

第
５
学
年

数理的な事象に関心を

もつとともに，数量や

図形の性質や関係など
に着目して考察処理し

たり，論理的に考えた

りすることのよさに気

付き，進んで生活や学
習に活用しようとする｡

数量や図形についての

基礎的・基本的な知識

及び技能の習得や活用

を通して，日常の事象

について論理的に考え

表現したり卯そのこと

を基に発展的，統合的

に考Ｉえたりするなど，
数学的.な考え方の基礎

を身に付けている．

小数や分数の計算をし
たり ８ 図形の面積や体

積を求めたり，図形の

性質を調べたり．，数量
の関係などを表したり

調べたりするなどの技

能を身に付けている。

数量や図形についての

感覚を豊かにするとと

Ⅷこ，整数の性質，分
数の意味，小数や分数

の計算の意味，面積の
公式，体積の単位と測
定の意味，図形の意味

や性質及び数量の関係

などについて理解して
い る。

第
６
学
年

数理的な事象に関心を

もつとともに,､数量や
図形の性質や関係など

に着目して考察処理し

たりｊ論理的に考えた

りすることのよさに気

付き，進んで生活や学

習に活用しようとする

ー ●

｡

数量や図形についての
基礎的。基本的な知識

及び技能の習得や活用

を通して，日常の事象
について論理的に考え

表現したり，そのこと

を基に発展的，統合的

に考えたりするなど，
数学的な考え方の基礎

を身に付けている。

分数の計算をしたり，
図形の面積や体積を求

めたり，図形を構成し

たり ， 数量の関係など

を表したり調べたりす

るなどの技能を身に付

けている。

●

数量や図形についての

感覚を豊かにするとと

御こ，分数の計算の意
味，体積の公式，速さ

の意味，図形の意味及
び数量の関係などにつ

いて理解している。

』
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＜中学校数学＞

Ｘ
数学への関心・意欲

０

態度

■ 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについ

ての知識・理解

第
１
学
年

様々な事象を数量や図

形などでとらえたり，
それらの性質や関係を

見いだしたりするなど，
数学的に考え表現する

ことに関心をもち，意

欲的に数学を問題の解
決に活用して考えたり
判断したりしよ

る◎

ｰ

フ とす

数量や図形などについ

ての基礎的・基本的な
知識及び技能を活用し

ながら，事象を見通し

をもって論理的に考察

し表現したり，その過

程を振り返って考えを

深めたりするなど，数
学的な見方や考え方を

身に付けている。

正の数と負の数の四則

計算ができ，数量の関
係や法則を方程式など

を用いて表現し処理し

たり，基本的な図形の

作図や図形の計量をし

たり’関数関係を的確

に表現したり，資料を

整理したりするなど，
技能を身に付けている。

正の数と負の数〆文字

を用いることの必要性

と意味，一元一次方程
式，平面図形について

の性質や関係，空間に

おける図形の位置関係，
関数関係や比例９反比
例Ｐ ヒストグラムや代

表値などを理解し,知
識を身に付けている。

第
２
学
年

様々な事象を数量や図

形などでとらえたり，
それらの性質や関係を

見いだしたりするなど，
数学的に考え表現する
ことに関心をもち，意

欲的に数学を問題の解
決に活用して考えたり

判断したりしようとす
る◎

数量や図形などについ

ての基礎的・基本的な
知識及び技能を活用し

ながら，事象を数学的
な推論の方法を用いて

論理的に考察し表現し
たり ？ その過程を振り

返って考えを深めたり
するなど，数学的な見
方や考え方を身に付け
ている｡

文字を用いた四則計算
ができ，数量の関係や

法則を方程式などを用

いて表現し処理したり，
図形の性質について簡

潔に表現したり，関数
関係を的確に表現した
り，確率を求めたりす
るなど，技能を身に付
けている。

文字式のはたらき，連

立二元一次方程式，平
面図形の性質，図形の

証明の必要性と意味及

びその方法恥一次関数
の特徴，確率の必要性

と意味などを理解し，
知識を身に付けている。

第
３
学
年

様々な事象を数量や図

形などでとらえたりか
それらの性質や関係を

見いだしたりするなど，
数学的に考え表現する
ことに関心をもち，意

欲的に数学を問題の解
決に活用して考えたり

判断したりしようとす
る。ｏ ●

数量や図形などについ

ての基礎的ｄ基本的な

知識及び技能を活用し

ながら，事象に潜む関
係や法則を見いだした
り， 数学的な推論の方

法を用いて論理的に考
察し表現した．り，その
過程を振り返って考え

を深めたりするなど，
数学的な見方や考え方
を身に付けている。

平方根を含む式の計算
ができ，数量の関係や

法則を方程式などを用

いて表現し処理したり，
図形の性質について簡

潔に表現したり，関数
関係を的確に表現した
り，標本を抽出したり

するなど，技能を身に

付けている。

数の平方根の必要性と

意味，式の変形の意味
とはたらき，二次方程
式 ９ 図形の相似の意味

や円周角と中心角の関
係の意味，三平方の定
理の意味，関数 ｙ

＝ 四F２

の特徴，標本調査の必

要性と意味などを理解
し ，

いる

ｐ
●

知識を身に付けて
。



（２）学年・分野別の評価の観点の趣旨

●

（１）評価の観点及びその趣旨

く小学校理科＞

｡

＜中学校…理科＞
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＜小学校理科＞

８

Ｐ

冬 。

Ｘ
自然事象への関心壱・意
欲・態度

C

g

科学的な思考・表現 観察ロ実験の技能
◆

◆

自然事象についての知
識・理解

第
３
学
年

自然の事物・現象を興
味・関心をもって追究
し ， 生物を愛護すると

ともに，見いだした特

性を生活に生かそうと
する 。

●

●

｡ ●

自然の事物・現象を比

較しながら問題を見い
だし，差異点や共通点

について考察し表現し

て
る

， 問題を解決してい

◎ ．

Ｑｅ

簡単な器具や材料を見

付けたり，使ったり，

作ったりして観察，実
験やものづくりを行い，

その過程や結果を分か

りやすく記録している。

物の重さ，風やゴムの

力並びに光跡磁石の性

質や働き及び電気を働

かせたときの現象や，

生物の成長のきまりや
体のつくり ９ 生物と環
境とのかかわり ， 太陽

と地面の様子などにっ
■

いて実感を伴って理解
､している。

観
点

自然事象への関心_･意

欲・態度
科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知

識･理解

趣

旨

自然の事物・現象に進

んでかかわり，それら

を科学的に探究すると
ともに，事象を人間生
活とのかかわりでみよ

うとする。 。
Ｐ

自然の事物・現象の中

に問題を見いだし，目

的意識をもって観察，
実験などを行い，事象
や結果を分析して解釈
し，表現している．

観察，実験を行い，基
本操作を習得するとと

もに，それらの過程や

結果を的確に記録》整
理し， 自然の事物・現

象を科学的に探究する

技能の基礎を身に付け

ている。

自然の事物・現象につ
いて， 基本的な概念や

原理・法則を理解し，

知識を身に付けている。

ノ

観
点

自然事象への関心・意
欲・態度

①

ncp
06..‘ 、6.,

科学的な思考９表現 観察・実験の技能
‘・“：、

自然事象についての知
識・理解

趣
旨

自然に親しみ，意欲を

もって自然の事物｡､現

象を調べる活動を行い，
自然を愛するとともに

生活に生かそうとする。

自然の事物・現象から

問題を見いだし，見通

しをもって事象を比較
‐も

l<たり，関係付けたり，

条件に着目したり，推
論したりして調べるこ

とによって得られた結

果を考察し表現して，
問題を解決している。

自然の事物・現象を観
察し，実験を計画的に

実施し，器具や機器な

どを目的に応じて工夫

して扱うとともに，そ
れらの過程や結果を的

確に記録している。
● ●

●

●●

自然の事物・現象の性

質や規則性，相互の関
係などについて実感を

伴って理解している。

－０

ｅ
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＜中学校理科＞
甲 0.

自然事象への関心・意
欲・態度

科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知
識。理解

第
４
学
年

自然の事物・現象を興
味・関心をもって追究
し， 生物を愛護すると

ともに，見いだした特
性を生活に生かそうと
する◎

自然の事物・現象の変
化とその要因との力動か

わりに問題を見いだし，
変化と関係する要因に

ついて考察し表現して，
問題を解決している。

簡単な器具や材料を見

付けたり，使ったり，
作ったりして観察，実

験やものづくりを行い，
その過程や結果を分か

りやすく記録している。

空気や水の性質や働き，
物の状態の変化,電気
による現象や，人の体
のつくりと運動，動物

の活動や植物の成長と

環境とのかかわり，気
象現象，月や星の動き
などについて実感を伴
って理解しているざ

第
５
学
年

自然の事物・現象を意
欲的に追究し，生命を
尊重するとともに，見
いだしたきまりを生活
に当てはめてみようと
する ｡

●&

自然の事物・現象の変

化とその要因との関係

に問題を見いだし，条
件に着目して計画的に

追究し，､量的変化や時
間的変化について考察

し表現して，問題を解
決している。

問題解決に適した方法

を工夫し，装置を組み
立てたり使ったりして

観察，《実験やものづく

りを行いａその過程や

結果を的確に記録して
いる◎

物の溶け方，振り子の

運動の規則性，電流の
働きや,生命の連続性夕

流水の働き，気象現象
の規則性などＩこついて

実感を伴って理解して
いる｡

●

第
６
学
年

自然の事物・現象を意
欲的に追究し，生命を

尊重するとともにｊ見
いだしたきまりを生活

●

に当てはめてみようと
~

する ◎

自然の事物・現象の変
化とその要因との関係

に問題を見いだし，推
論しながら追究し，規
則性や相互関係につい

て考察し表現して，
題を解決している。

顕

問題解決に適した方法

を工夫し，装置を組み
立てたり使ったりして

観察，実験やものづく
りを行い，その過程や

結果を的確に記録して
いる。

燃焼，水溶液の性質 一
画
一
一
口

てこの規則性及び電気
による現象や，生物の

体の働き，生物と環境
とのかかわり，土地の

つくりと変化のきまり，
月の位置や特徴などに

ついて実感を伴って理
解している。

Ｘ
自然事象への関心･意

欲・態度
科学的な思考・表現 観察９実験の技能 自然事象についての知

識・理解

第

１

分
野

物質や羊ネルギーに関
する事物・現象に進ん
でかかわり，それらを

科学的に探究すると．と

制こ，事象を人間生活

とのかかわりでみよう
とする ●

◎

◆ ●

ｑ●

物質やエネルギーに関

する事物・現象の中に
問題を見いだし,目的

意識をもって観察，実
験などを行い，事象や

結果を分析して解釈し，
表現している。

物質やエネルギーに関
する事物・現象につい

ての観察，実験の基本

操作を習得するととも
に ， 観察ｂ実験の計画

的な実施，結果の記録

や整理など，事象を科
学的に探究する技能の
基礎を身に付けている。

観察や実験などを通し
て ， 物質やエネルギー

に関する事物・現象に

ついての基本的な概念

や原理・法則を理解し，

知識を身に付けている。

第
２
分
野

生物とそれを取り巻く

自然の事物・現象に進
んでかかわり，それら

を科学的に探究すると

ともに,生命を尊重し，
自然環境の保全に寄与
しようとする。

生物とそれを取り巻く

自然の事物・現象の中

に問題を見いだし，目

的意識をもって観察，
実験などを行い，事象
や結果を分析して解釈
し, 表現している。

生物とそれを取り巻く

自然の事物・現象に関
する観察，実験の基本
操作を習得するととも
に，観察’

的な実施，
実験の計画

結果の記録

や整理など，事象を科
学的に探究する技能の

基礎を身に付けている。

観察や実験などを通し
て ，． 生物とそれを取り

巻く自然の事物・現象
に関する基本的な概念

や原理・法則を理解し，

知識を身に付けている。
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（１）評価の観点及びその趣旨

く小学校生活＞
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（２）学年別の評価の観点の趣旨

く小学校生活＞
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観
点

生活への関心･意欲・態度 活動や体験についての思考｡
表現

身近な環境や自分についての
気付き

趣
旨

身近な環境や自分自身に関心
をもち，進んでそれらとカユか
わり ｐ 楽しく学習したり，生
活したりしようとする

●

◎
Ｐ

具体的な活動や体験について，
自分なりに考えたり，工夫し
たりして ，

現している。

それをすなおに表

具体的な活動や体験によって，
自分と身近な人，社会，自然
とのかかわり及び自分自身の

よさなどに気付いている．

※生活への関心･意欲ｂ態度 活動や体験についての．思考．
表現

ザ●

身近な環境や自分についての
気付き

第
１
学
年
及
・
ぴ
第
２
学
年

身近な人，社会，自然及び自
分自身に関心をもち，進んで
それらとかかわり，楽しく意
欲的に学習したり，生活した
りしようとする。

調べたり，育てたり，作った

りするなどの活動や学校，家
庭，地域における自分の生活
について，自分なりに考えた
り，工夫したり皿振り返った
りして ，

している。

それをすなおに表現

具体的な活動や体験によって，
学校，家庭刀 地域〆公共物，

身近な自然，動植物，自分の
成長などの様子，それらと自
分とのかかわり及び自分自身
のよさに気付いている。



（２）学年別の評価の観点の趣旨

く小学校音楽＞、

（１）評価の観点及びその趣旨
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巴

０

＜中学校音楽＞

ｕ

響鼠１１、

＜小学校音楽＞

ロ

鱗
蒐一

１１

観
点

音楽への関心・意欲
態度

● 音楽表現の創意工夫 音楽表現の技能
４

●

鑑賞の能力
＊

0

趣
旨

音楽に親しみ，音や音
楽に対する関心をもちｙ
主体的に音楽表現や鑑
賞の学習に取り組もう
とする。

音楽を形づくっている

要素を知覚し，それら

の働きが生み出す特質
や雰囲気を感受しなが

ら；音楽表現を工夫し，
どのように表すかにつ

いて思いや意図をもつ
●

ている。 町

ロ
●
’

創意工夫を生かした音
楽表現をするための技

能を身に付け，歌唱，

器楽，創作で表してい
る◎

音楽を形づくっている

要素を知覚し，それら

の働きが生み出す特質
や雰囲気を感受しなが

ら，解釈したり価値を
考えたりして３ よさや

美しさを味わって聴ぃ
ている。

観
点

音楽への関心・意欲
態度

■ 音楽表現の創意工夫 音楽表現の技能 鑑賞の能力

趣
旨

音楽に親しみ，音や音

楽に対する関心をもち，
音楽表現や鑑賞の学習
に自ら取り組もうとす
る。

音楽を形づくっている

要素を聴き取り，それ

らの働きが生み出すよ

さや面白さなどを感じ

取りながら，音楽表現

を工夫し，どのように

表すかについて思いや

意図をもっている。

音楽表現をするための

基礎的な技能を身に付

け，歌ったり，楽器を

演奏したり，音楽をつ

くったりしている。

音楽を形づくっている

要素を聴き取り，それ
らの働きが生み出すよ

さや面白さなどを感じ

取りながら，楽曲の特
徴や演奏のよさなどを

考え，味わって聴いて

いる｡．

Ｘ
音楽への関心・意欲
態度

■ 音楽表現の創意工夫 音楽表現の技能 |鑑賞の能力．

第
１
学
年
及
び
第
２
学
年

楽しく音楽にかかわり ’

音や音楽に対する関心

をもち，音楽表現や鑑
賞の学習に自ら取り組
もうとする。

音楽を形づくっている

要素を聴き取り，それ
らの働きが生み出すよ
さや面白さなどを感じ

取りながら，音楽表現
を工夫し，どのように

表すかについて思いを

もっている。

音楽表現をするための

基礎的な技能を身に付

け，歌ったり，楽器を

演奏したり，音楽をつ

くったりしている。

凸●■

音楽を形づくっている

要素を聴き取り，それ
らの働きが生み出すよ
さや面白さなどを感じ

取りながら，楽曲や演

秦の楽しさに気付き，
味わって聴いている。

第
８
学
年
及
び
第
４
学
年

進んで音楽にかかわり ，

音や音楽に対する関心
をもち，音楽表現や鑑

賞の学習に自ら取り組
もうとする ●

。

音楽を形づくっている

要素を聴き取り，それ

らの働きが生み出すよ

さや面白さなどを感じ

取りながら，音楽表現

を工夫し，どのように

表すかについて思いや

意図をもっている。

音楽表現をするための

基礎的な技能を伸ばし，
歌ったり，楽器を演奏

したり，音楽をつくっ

たりしている。

音楽を形づくっている

要素を聴き取り，それ

らの働きが生み出すよ

さや面白さなどを感じ

取りながら，楽曲の特

徴や演奏のよさに気付
き
る
９
。

味わって聴いてぃ
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１

①●

1２

(

藍
音楽への関心・意欲
態度

■

音楽表現の創意工夫 音楽表現の技能 鑑賞の能力
■●

●

第
１

学
年

音楽活動の楽しさを体
、

験することを通して，
音や音楽に対する関心
をもち，主体的に音楽
表現や鑑賞の学習に取

り組もうとする。

音楽を形づくっている

要素を知覚し，それら

の働きｶﾐ生み出す特質
や雰囲気を感受しなが
ら， 音楽表現を工夫し，
どのように表すかにつ

いて思いや意図をもつ
ている。

創意工夫を生かした音
●

楽表現をするための技

能を身に付け，歌唱，

器楽ｂ創作で表してい
る◎

６

音楽を形づくっている

要素を知覚し，それら

の働きが生み出す特質
や雰囲気を感受しなが

ら，解釈したり価値を

考えたりして，多様な
音楽のよさや美しさを

味わって聴いている。

●
●

第
２
学
年
及
び
第
３
学
年

音楽活動の楽しさを体

験することを通して，
音や音楽に対する関心
を高めが主体的に音楽

表現や鑑賞の学習に取
り組もうとする。

音楽を形づくっている

要素を知覚し鉦それら

の働きが生み出す特質
や雰囲気を感受しなが
ら， ふさわしい音楽表

現を工夫し，どのよう

に表すかについて思い

や意図をもっているも
『

創意工夫を生かした音
楽表現をするための技

能を伸ばし，歌唱》器

楽,創作で表している。

（

音楽を形づくっている

要素を知覚し，それら

の働きが生み出す特質
や雰囲気を感受しなが
ら Ｄ

Ｃ
解釈したり価値を

考えたりして，多様な
音楽に対する理解を深
め
る

』
●
タ

◎

味わって聴いてい

Ｘ
音楽への関心・意欲
態度

●

･

■

● 音楽表現の創意工夫 音楽表現の技能 鑑賞の能力

第
５
学
年
及
び
第
・
６
学
年

創造的に音楽Iこかかわ

りゴ音や音楽に対する

関心をもち，音:楽表現
や鑑賞の学習に自ら取
り組もうとする

●●

●

◎

●

■ ◆

音楽を形づくっている

要素を聴き取り，それ

らの働きが生み出すよ
さや面白さなどを感じ

取りながら，音楽表現
を工夫し，どのように
表すかについて思.いや
意図をもっている。

音楽表現をするための

基礎的な技能を高め，

歌ったり，楽器を演奏

したり，音楽をつくっ

たりしている。

、

音楽を形づくっている

要素を聴き取り，それ

らの働きが生み出すよ

さや面白さなどを感じ

取りながら，楽曲の特

徴や演奏のよさを理解
し
る

，

Q

味わって聴いてぃ

｡ ‐



（２）学年別の評価の観点の趣旨

（１）評価の観点及びその趣旨

く小学校図画工作＞

[画蓮壷三霊室］

ａ

＜中学校美術＞

＜小学校…図画工作＞

｡

霞!‘1,,‘，

1３

●

雲'@'､，

ロ

観
点

美術への関心・意欲
態度

ロ 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力

趣
旨

美術の創造活動の喜び

を味わい，主体的に表
現や鑑賞の学習に取り
組もうとする。

感性や想像力を‘働かせ

て豊かに発想し，よさ
や美しさなどを考え心

豊かで創造的な表現の
構想を練っている．

●

感性や造形感覚などを

働かせて，表現の技能

を身に付け，意図に応

じて表現方法などを創

意工夫し創造的に表し
ている。 ●

感性や想像力を働かせ
て ' 美術作品などから

よさや美しさなどを感

じ取り味わったり，美
術文化を理解したりし

ている。

観
点

造形への関心ロ意欲
態度

■ 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力

趣
旨

自分の思いをもち，進
んで表現や鑑賞の活動

に取り組み，つくりだ

す喜びを味わおうとす
る。

感じたことや材料など
を基に表したいことを

思い付いたり，形や色，
用途などを考えたりし

ている。

感覚や経験を生かしな
がら，表したいことに

合わせて材料や用具を

使い，表し方を工夫し
ている。

作品などの形や色など

から，表現の面白さを

とらえたり，よさや美

しさを感じ取ったりし

ている。

童造形への関心・意欲
態度

ロ 発想や構想の能力
｡〃

●
号

創造的な技能
● ●

■■●

鑑賞の能力
＄０＝

第
１
学
年
及
び
第
２
学
年

思いのままに表したり，
作品などを見たりしな
がら ， つくりだす喜び

を味わおうとする

い●

◎

戸

●

感じたことや材料など
を基に表したいことを

思い付いたり，形や色，
つくり方などを考えた

りしている。

ｉ、

体全体の感覚を働かせ

ながら材料や用具を使
い，工夫して表してい

る◎

、

身の回りの作品などの

形や色などから，面白

さに気付いたり，楽し

さを感じたりしている。

●

第
３
学
年
及
び
第
４
学
年

自分の思いで表現した
り
ら

９
，

鑑賞したりしなが

つくりだす喜びを

味わおうとする◎

感じたことや見たこと，
材料や場所などを基に

表したいことを思い付

いたり，形や色，用途
などを考えたりしてい
る◎

●

手や体全体の感覚を働
かせながら，表したい

ことに合わせて材料や

用具を使い,,表し方を
工夫している。

●

身近にある作品などの

形や色などから，表現
の感じの違いをとらえ

たり，よさや面白さを

感じ取ったりしている。



．＜中学校美術＞

‘霞，M1竜

｡

、

1４

Ｘ
美術への関心・意欲
態度

ロ 雷発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力
ク0

第
１

学
年

美術の創造活動の喜び

を味わい，表現や鑑賞
の能力を身に付けるた
めに， 主体的に学習に
取り組もうとする。

感性や想像力を働かせ

て，感じ取ったことや

考えたこと，目的や機
能などを基に豊かに発
想し’ 形や色彩の構成

などを工夫し，心豊か

な表現の構想を練って
いる 。

感性や造形感覚などを

働かせて，形や色彩な
どの表し方を身に付け，
意図に応じて材料や用
具を生かしたり ， 制作

の順序などを考えたり

し，創意工夫して表し

ている。
◆b

〃●

感性や想像力を働かせ
て ，

しさ

造形的なよさや美
， 作者の心情や意

図と表現の工夫，生活

の中の美術の働きなど

を感じ取り見方を広げ
たり，美術文化の特性

やよさに気付いたりし

ている。
第
２
学
年
及
び
第
３
学
年

＝

美術の創造活動の喜び

を味わい駅表現や鑑賞
の龍力を高めるために，
主体的に学習に取り組
もうとする

■

。

感性や想像力を働かせ
て ， 対象を深く見つめ，

感じ取ったこどや考え
たこと，目的や機能な

どを基に独創的で豊か

な発想をし，形や色彩

などの効果を生かし，
心豊かで創造的な表現
の構想を練っている。

感性や造形感覚などを

働かせて，材料や用具
の特性を生かし，表現

意図に合う新たな表現
方法を工夫したり，制
作の順序鞍どを総合的
に考えたりするなどし，
創意工夫して創造的に

表している。

感性や想像力を働かせ

，
坐
《
』

て
・
し

造形的なよさや美
●

， 作者の心情や意

図と創造的な表現の工

夫などを感じ取り味わ
ったり，生活を美しく

豊かにする美術の働き
や美術文化などについ

ての理解や見方を深め

たりしている。
申

･●

〆‐Ｗ

Ｘ造形への関心・意欲
態度

● 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力

第
５
学
年
及
び
第
６
学
年

自分の思いをもって表

現したり，鑑賞したり

しながら，つくりだす
喜びを味わおうとする

■申

◎

感じたことや見たこと，
材料や場所などの特徴
を基に表したいことを

思い付いたり，形や色，
用途や構成などを考え
たりしている。

、

Ｃ

●

感覚を働かせたり経験

を生かしたりしながら，
表したいことに合わせ

て材料や用具を使い，
様々な表Ｌ方を工夫し
ている。

＝

●

親しみのある作品など

の形や色などから，表
現の意図や特徴をとら
えたり，よさや美しさ

を感じ取ったりしてい

る｡
Ⅱ

■

● ●
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家庭，技術。家庭

（１）評価の観点及びその趣旨

く小学校家庭＞

＜中学校技術・家庭＞

⑨

1５

（２）学年・分野別の評価の観点の趣旨

く小学校家庭＞

＜中学校技術・家庭（技術分 野 ） ＞ ． ｡

霞！I，、

ロ

Ｘ
家庭生活への関心・意
欲・態度

生活を創意工夫する能
力

生活の技能 家庭生活についての知
識ロ理解

第
５
学
年
及
び
第
６
学
年

●
４

自分の成長と衣食住や
家族の生活などについ

て関心をもち，その大

切さに気付き，家族の
一員として家庭生活を

よりよくするために進

んで取り組み実践しよ
うとする。

衣食住や家族の生活な

どについて見直し，課
題を見付け，その解決
を目指して家庭生活を
よりよくするために考

えたり自分なりに工夫
したりしている。

生活の自立の基礎とし

て日常生活に必要な衣

食住や家;族の生活など

に関する基礎的・基本

的な技能を身に付けて
いる◎

家庭生活を支えている

ものや大切さを理解し，
日常生活に必要な衣食
住や家族の生活などに

関する基礎的・基本的

な知識を身に付けてい
る◎

観
点

家庭生活への関心・意
■●●

欲・態度
生活を創意工夫する能
力

生活の技能 家庭生活についての知
巳巳

識・理解

趣
旨

衣食住や家族の生活な

どについて関心をもち，
その大切さに気付き，

家庭生活をよりよくす
るために進んで実践し

ようとする。

家庭生活について見直
し３ 身近な生活の課題

を見付け，その解決を
目指して生活をよりよ

くするために考え自分
なりに工夫している。

日常生活に必要な衣食
●

住や家族の生活などに

関する基礎的・基本的

な技能を身に付けてい
る◎

日常生活に必要な衣食
住や家族の生活などに

関する基礎的・基本的
な知識を身に付けてい
る◎

観
点

生活や技術への関心。
意欲・態度

生活を工夫し創造する
能力

生活の技･能 生活や技術についての

知識ｄ理解

趣
旨

生活や技術について関

心をもち，生活を充実
向上するために進んで

実践しようとする。

生活について見直し，
課題を見付け，その解
決を目指して自分なり

に工夫し創造している。

生活に必要な基礎的。

基本的な技術を身に付
けている。

生活や技術に関する基

礎的・基本的な知識を

身に付け，生活と技術
とのかかわりについて

理解している。

Ｘ
生活や技術への関心。

意欲。態度
生活を工夫し創造する
能力

生活の技能 生活や技術についての

知識・理解

・
技
術
分
野

材料と加工，エネルギ

ー変換，生物育成及び

情報に関する技術につ

いて関心をもち，技術

の在り方や活用の仕方

等に関する課題の解決
のために，主体的に技

術を評価し活用しよう
とする。

材料と加工，エネルギ

ー変換，生物育成及び
蝋清報に関する技術の在

り方や活用の仕方等に

ついて課題を見付ける

とともに，その解決の

ために工夫し創造して，
技術を評価し活用して
いる 。

材料と加工，エネルギ

ー変換，生物育成及び

情報に関する技術を適

切に活用するために必

要な基礎的。基本的な

技術を身に付けている。

材料と加工，エネルギ

ー変換，生物育成及び

情報に関する技術につ

いての基礎的・基本的

な知識を身に付け，技
術と社会や環境とのか

かわりについて理解し
ている。
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●

＜中学校技術。家庭（家庭分野）＞ 、．．

Ｘ生活や技術への関心。

意欲。態度
生活を工夫し創造する
能力

生活の技能 生活や技術についての

知識・理解 、

家
庭
分
野

衣食住や家族の生活な

どについて関心をもち，
これからの生活を展望

して家庭生活をよりよ

くするために進んで実
践しようとする。

衣食住や家族の生活な

どについて見直し，課
題を見付け，その解決
を目指して家庭生活を
よりよくするために工

夫し創造している。

生活の自立に必要な衣

食住や家族の生活など
に関する基礎的。基本
的な技術を身に付けて
いる 。

●｡

家庭の基本的な機能に

ついて理解し，生活の

自立に必要な衣食住や
家族の生活などに関す
る基礎的・基本的な知

識を身に付けている。



睡萱豆霊醗詞

（１）評価の観点及びその趣旨

く小学校体育＞

密､'１，、

⑤

、

＜中学校・保健体育＞

1７－

（２）学年・分野別の評価の観点の趣旨

く小学校体育＞

雲り'､瞳）

｡

運動や健康。安全への

関心・意欲・態度
運動や健康。安全につ

いての思考。判断
運動の技能 健康・安全についての

知識・理解
第
１
学
年

運動に進んで取り組む

とともに’だれとでも
仲よく ｙ

・ 健康・安全に

留意しようとする｡

運動の仕方を工夫して
いる｡

運動を楽しく行うため

の基本的な動きを身に

付けている。

第
２
学
年

運動に進んで取り組む

とともに，だれとでも

仲よく，健康。安全に
留意しようとする｡

運動の仕方を工夫して
いる。

運動を楽しく行うため

の基本的な動きを身に

付けている。

観
点

運動や健康・安全への

関心。意欲・態度
運動や健康・安全につ

いての思考。判断
運動の技能

●

健康・安全についての

知識・理解

趣
・
旨

運動に進んで取り組む

とともに，友達と協力
し、 安全に気を付けよ

うとする。また，身近

な生活における健康。
安全について関心をも
ち９ 意欲的に学習に取

り組もうとする。

自己の能力に適した課

題の解決を目指して，
運動の仕方を工夫して
いる。また ， 身近な生

活における健康・安全

について，課題の解決

を目指して考えシ判断
し
る

オ

◎

それらを表してい

運動を楽しく行うたや
の基本的な動きや技能

を身に付けている。

身近な生活における健

康・安全について，課
題の解決に役立つ基礎

的な事項を理解してい
る。

観
点

運動や健康。安全へ

関心。意欲。態度
の 運動や健康・安全につ

いての思考。判断
運動の技能 運動や健康・安全につ

いての知識・理解

趣
邑
白

運動の楽しさや喜びを
味わうことができるよ

■色

う》 運動の合理的な実

践に積極的に取り組も

うとする。また，個人
生活における健康・安

全について関心をもち，
意欲的に学習に取り組
もうとする。

生涯にわたって運動に

親しむことを目指して，
学習課題に応じた運動
の取り組み方や健康の

保持及び体力を高める

ための運動の組み合わ

せ方を工夫している。
また，個人生活におけ

る健康Ｐ安全について，
課題の解決を目指して

考え，判断し，それら
を表している。

運動の合理的な実践を

通して，運動の特性に

応じた基本的な技能を
身に付けている。

P●

Db

●■P

●
。

運動の合理的な実践に

関する具体的な事項及

び生涯にわたって運動

に親しむための理論に

ついて理解している。

また，個人生活におけ

る健康・安全について，
課題の解決に役立つ基

礎的な事項を理解して
いる◎
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1８

Ｘ
運動や健康ｂ安全への

関心ｑ意欲・態度
運動や健康”安全につ

いての思考・判断

運動の技能
●

健康・安全についての

知識Ｐ理解

第
３
学
年

運動に進んで取り組む
●

とともに， きまりを守

り互いに協力し，健康
･安全に留意しようと
する。さらに，健康な

①&

生活について関心をも

ち，意欲的に学習に取
り組もうとする。

自己の能力に適した課

題をもち,･運動の仕方
を工夫している。また，

健康な生活について，
課題の解決を目指して

実践的に考え，判断し，

それらを表している。

運動を楽しく行うため

の基本的な動きや技能

を身に付けている。

、

● ●

健康な生活について，
課題の解決に役立つ基

礎的な事項を理解して
いる。』

第
４
学
年

運動に進んで取り組む

とともに，きまりを守

り互いに協力し，健康

･安全に留意しようと

する。さらに，体の発
育・発達について関心
をもちｊ意欲的に学習
に取り組もうとする｡

自己の能力に適した課

題をもち，運動の仕方

を工夫している。また，
体の発育・発達につい

て，課題の解決を目指

して実践的に考え，判
断し

いる

,

。

それらを表して

運動を楽しく行うため

の基本的な動きや技能

を身に付けている。

体の発育・発達につい

て，課題の解決に役立

つ基礎的な事項を理解
している。

第
５
学
年

０

運動の楽しさや喜びを

味わうことができるよ
ｰ

フ リ 進んで運動に取り
pづ

組むとともに,-協力ｐ

公正などの態度を身に

付け，健康・安全に留
意しようとする。さら
に，心の健康やけがの

防止について関心をも
ち，意欲的に学習に取
り組もうとする。

自己の能力に適した課

,題の解決の仕方や運動

の取り組み方を工夫し

ている．また，心の健

康やけがの防止につい
て ， 課題の解決を目指

して実践的に考え，判
断し

いる

，

。

それらを表して

運動の特性に応じた基

本的な技能を身に付け
ている。

心の健康やけがの防止

について，課題の解決
に役立つ基礎的な事項

を理解している。

● ノ
■

第

６

学
年

。
『

運動の楽しさや喜びを

味わうことができるよ
”

フ ， 進んで運動に取り

組むとともに，協力 〃

公正などの態度を身に

付け，健康・安全に留
意しようと‘する。さら

に，病気の予防につい

て関心をもち，意欲的

に学習に取り組もうと
する｡

自己の能力に適した課

題の解決の仕方や運動

の取り組み方を工夫し
ている。また ' 病気の

予防について，課題の

解決を目指して実践的
に考えｂ判断し，それ
らを表している。

運動の特性に応じた基

本的な技能を身に付け

ている。

病気の予防について,‘
課題の解決に役立つ基

礎的な事項を理解して
いる ｡

一
■
Ｐ
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＜中学校保健体育＞

鱗
電

■

1９

運動や健康・安全への

関心。意欲・態度
運動や健康・安全につ

いての思考・判断

運動の技能 運動や健康・安全につ

いての知識・理解

体
育
分
野

第
１
学
年
及
び
第
２
学
年

第
３
学
年

｡保
健
分
野

運動の楽しさや喜びを

味わうことができるよ
＞・

フ ， 公正γ協力 、 責任

などに対する意欲をも

ち，健康｡､安全に留意
して Ｚ 学習に積極的に

取り組もうとする ◎

運動の楽しさや喜びを

味わうことができるよ

う，公正，協力グ責任，

参画などに対する意欲
をもち，健康ｐ安全を

確保して，学習に自主

的に取り組もうとする
、
０
グ

も
。

◎

心身の機能の発達と心

の健康，健康と環境，
傷害.の防止，健康な生
活と疾病の予防につい

て関心をもち，意欲的

に学習に取り組もうと
する ●

◎．

運動を豊かに実践する

ための課題に応じた運

動の取り組み方を工夫

している｡また， 体力

を高めるための運動を

組み合わせ方を工夫し

ている。

ヂ

生涯にわたって運動を

豊かに実践するための

自己の課題に応じた運

動の取り組み方を工夫

しているｄまた，自己

の状況に応じて体力を

高めるための運動の計

画を工夫している。

心身の機能の発達と心

の健康，健康と環境，
傷害の防止シ健康な生

一

活と疾病の予防につい
て ， 課題の解決を目指

して科学的に考え，判
断し，

いる。

それらを表して

運動の合理的な実践を

通して,_勝敗を競った

り，攻防を展開したり，
表現したりするための

各領域の運動の特性に

応じた基本的な技能を

身に付けている。

運動の合理的な実践を

通して，運動の特性に

応じて勝敗を競ったり，
攻防を展開したり Ｐ 表

現したりするための各
●●

領域の運動の特性に応

じた段階的な技能を身

に付けている。

各運動の特性や成り立

ち,技の名称や行い方』

伝統的な考え方,各領

域に関連して高まる体

力，健康・安全の留意

点についての具体的な

方法及び運動やスポー

ツの多様性，運動やス

ポーツが心身の発達に

与える効果についての

考え方を理解しているｂ



（１）評価の観点及びその趣旨
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（２）学年別の評価の観点の趣旨
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＜中学校外国語＞

2０－

＜中学校外国語＞

観
点

コミュニケーションへ

の関心・意欲・態度
外国語表現の能力 外国語理解の能力 言語や文化についての

知識・理解

趣
旨

コミュニケーションに

関心をもち，積極的に

言語活動を行い， ．
暑
へ

ユニケーションを図ろ
うとする。

外国語で話したり書い
たりして ， 自分の考え

などを表現している。
６

外国語を聞いたり読ん

だりして，話し手や書

き手の意向などを理解
している。

外国語の学習を通して，
言語やその運用につい

ての知識を身に付けて

いるとともに，その背

景にある文化などを理

解している。

Ｘ
コミュニケーションへ

の関心・意欲。態度
外国語表現の能力

／１つ

外国語理解の能力 言語や文化についての

知識９，理解
第

１

学
年
、
第
２
学
年
及
び
第
３
学
年

． ミュニケーションに

関心をもち，積極的に

言語活動を行い，コミ

ュニケーションを図ろ
うとする。

０

外国語で話したり書い
たりして ９ 自分の考え
●●

などを表現している。

外国語を聞いたり読ん

だりして，話し手や書

き手の意向などを理解
している。

、

●

外国語の学習を通してｼ
●

言語やその運用につい

ての知識を身に付けて

いるとともに，その背

景にある文化などを理

解している。



綴
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2．外国語活動の記録へ
ｅ

（１）-評価の観点及びその趣旨

ロ

ウ

鯉''1m似、

②

▼

2１

＜小学校外国語活動の記録＞

観
点

コミュニケーションベの関心
● 意欲・態度

外国語への慣れ親しみ 言語や文化に関する気付き

趣
旨

二【ミュニケーションに関心を
もち ' 積極的にコミュニケー
ションを図ろうとする

●●凸

●

ひ

●

◎

活動で用いている外国語を聞

いたり話したりしながら，外

国語の音声や基本的な表現に
慣れ親しんでいる。

外国語を用いた体験的なコミ

ユニケーシヨン活動を通して，

言葉の面白さや豊かさ，多様
なものの見方や考え方がある

ことなどに気付いている。
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３．特別活動の記録

（１）評価の観点及びその趣旨

＜小学校へ特別活動の記銀＞

ワ

2２

＜中学校特別活動の龍録＞

観
点

果団活動や生活への関心・意
欲,態度

集団の一員としての思考ｐ判断●

｡ 実践
集団活動や生活についての知
識・理解

趣
旨

字級や学校の集団や自己の生

活に関心をもち，望ましい人
ｐ

間関係を築きながら，積極的
に集団活動や自己の生活の充
実と向上に取り組もうとする｡

集団の一員としての役割を自覚
し３

がら
望ましい人間関係を築きな
’ 集団活動や自己の生活の

充実と向上について考え，判断
し
る

９

◎

自己を生かして実践してい

集団活動の意義，よりよい生

活を築くために集団として意
見をまとめる話合い活動の仕
方 ， 自己の健全な生活の在り
方などについて理解してい
る。 。

観
点

集団活動や生活への関心・意
欲・態度

集団や社会の一員としての思考
■ 判断・実践

集団活動や生活についての知
識ｑ理解

趣
旨

字級や学校の集団や自己の生

活に関心をもち,望ましい人
間関係を築きながら，積極的
に集団活動や自己の生活の充
実と向上に取り組もうとする｡

集団や社会の一員としての役割

を自覚し，望ましい人間関係を
築きながら，集団活動や自己の
生活の充実と向上について考

●

え，判断し，自己を生かして実
践している。

集団活動の意義，よりよい生

活を築くために集団として意
見をまとめる話合い活動の仕
方 ， 自己の健全な生活の在り
方などについて理解してい
る⑥
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４．行動の記録

（１）評価項目及びその趣旨

■

■
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＜小学校行動の記録＞ ● 『
●

項目 学年 趣 旨

基本的な生活習慣 第１学年及び第２学年

第３学年及び第４学年

第５学年及び第６学年

安全に気を付け，時間を守り，物を大切にし，気持ちのよ
いあいさつを行い，規則正しい生活をする‐

安全に努め，物や時間を有効に使い》礼儀正しく節度のあ
る生活をするｂ

目他の安全に努め，礼儀正しく行動し，節度を守り節制に
心掛ける．

健康･体力の向上

Ｇ 。
■

第１学年及び第２学年

第３学年及び第４学年
■

第５学年及び第６学年

心身の健康に気を付け，進んで運動をし，元気に生活をす
る。

心身の健康に気を付け，運動をする習慣を身に付け，
に生活をする

℃

少 ●①

◎

元気

心身の健康の保持増進と体力の向上に努め，元気に生活を
する ◎

自主・自律 第１学年及び第２学年

第３学年及び第４学年

第 ５学 学年

よいと思うことは進んで行い。最後までがんぼろ‐

貝らの日標をもって進んで行い，最後までねばり強くやり
通す◎

夢や希望をもってより高い目標を立て，当面の課題に根気●

強く取り組み、努力する。

責任感

●●

第１学年及び第２学年

第３学年及び第４学年

第５学年及び第６学年

白分でやらなければならないことは．しっかりシ行う‐

員分の盲動に責任をもち，課せられた役割を誠意をもって
行う。

日分の役割と責任を自覚し、信鮪される行罰1芽十島一

創意工夫

●、

第１学年及び第２学年

第３学年及び第４学年

第５学年及び第６学年

国分で進んで考え.，工夫しながら取り組師霊

国分でよく考え，課題意識をもって工夫し取り細れ‐

進んで耕しい考えや方法を求め，工夫して生活をよりよく』

しようとする。
思いやり ● 協力 第１学年及び第２学年

第３学年及び第４学年

第５学年及び第６学年
ｅ●

身近にいる人々に温かい心で接し、親切にし‐助叶合弓一

柑寺ﾆの気持ちや立場を3浬解して思いやり．仲上ぐ勘叶合弓一

思いやり'と感謝の心をもち，異なる意見や立場を尊重し，
力を合わせて集翫牛活の向上に努めろ‐

ｐ

●

生命尊重･自然愛護 第１学年及び第２学年

第３学年及び第４学年

第５学年及び第６学年

圧きているものに優しく接し、自然に親しれ＝

白他の生命を大切にし，生命や自然のすばらしさに感動す
る◎ ．．

目他の生命を大切にし，自然を霧誌する‐

第１学年及び第２学年 手伝いや仕畢を鰹んで行う。

第３学年及び第４学年 働くことの大切さを知り，進んで働くようにする曇．

第５学年及び第６学年 働くことの意義を理解し,人や社会の役に立つことを考え，
進んで仕事や奉仕活動をする“

公正・公平 第１学年及び第２学年

第３学年及び第４学年

第５学年及び第６学年

臼分の叶言嫌いや利害にとらわれないで行動すろへ

相手の立場に立って公正・公平に行動する曇

だれに対しても差別をすることや偏見をもつことなく，正
義を大切にし§公正ｂ公平に行動する．

公共心・公徳心 第１学年及び第２学年

第３学年及び第４学年

第５学年及び第６学年

澗宋やきまりを守って生活し，みんなが使うものを大切に
する ◎

約束や社会のきまりを守って公徳を大切にし，人に迷惑を
かけないように心掛けｂのびのびと生活する曇

規則を尊重し，公徳を大切にするとともに，郷土や我が国

の伝統と文化を大切にし皿学校や人々 の役に立つことを進
んで行う。



＜中学校行動の記録＞

項 目

基本的な生活習慣

健康・体力の向上

自主・自律

責任感
●■

創意工夫

思いやり・・協力

（

生命尊重･自然愛護

勤労・奉仕

公正・公平

公共心・公徳心

学年

第１学年，第２学年
及び第３学年

第１学年，第２学年
及び第３学年

第１学年，第２学年
及び第３学年

第１学年餅第２学年
及び第３学年ノ

第１学年，第２学年
及び第３学年

第１学年，第２学年
及び第３学年

第１学年，第２学年
及び第３学年一 ●

第１学年’ 第２学年
及び第３学年

第１学年，第２学年
及び第３学年

第１学年，第２学年
及び第３学年

旨 ～

、

ｐ１ｕ当ｖジムメミヨ士呈IL-茨７oソ 9

のある生活をする”
↑L‘震』にニレ、即皮を勺曇り節制に心掛け調和

摘〃め。正情を送るための心身の健康の保持増進と体力の向
上に 努めている。．

日ガで考え，的確に判断し，自制心をもって自律的に行動す
るとともに，より高い目標の実現に向けて計画を立て根気強
く努力する。 Q ⑧

日万の役割を昌寛して誠実にやり抜き，その結果に責任を負
＞ ●

フ。

珠冗悶な態度をもち，渥んで新しい考えや方法を見付け，自
らの個性を生かした生活を工夫すみ

7こjrI'に対しても思いやりと感謝の心をもち，自他を尊重し広
い心で共に協力し，よりよく生去てぃ造弓ルナス

日氾の罷節を専重し，渥んで自然を愛護する。

到万の辱さや意義を理解して望ましい職業観をもちヵ進んで●
●

仕事や奉仕活動をする．

上と小止を見極め,誘惑に負けることなく公正な態度がとれ，
差別や偏見をもつことなく公平に行動する‐

規則を専里し，公徳笹大切にするとともに，我が国の伝統と

文化を大切にし，国際的視野に立って公共のために役に立つ
ことを進んで行う錘一 一 一 Ｊ 二 一一一一一一一一一一一

〆

〃

2４

ｅ

Ｐ

銅》
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》別紙６

各教科の評価の観点及びその趣旨（高等学校及び特別支援学校高等部）

1．各学科に共通する各教科・科目の学習の記録

唾

１

教奉
Ｉ
・
の 観 』点 』

白趣

国

雲
叩

関心・意欲・態度

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

知識・理解
。●

困諸で伝え合う力を進んで高めるとともに，言語文化に対す
る関心を深め，国語を尊重してその向上を図ろろシする‐

日的や場に応じて効果的に話し的確に聞き取ったり，話し合●

。 - 『

ったりして，自分の考えをまとめ．深めていろ‐

硝手や目的，意図に応じた適切な表現による文章を書き，自
分の考えをまとめ，深めている。

又草を的確に読み取ったり，目的に応じて幅広く読んだりし
て，自分の考えを深め，発展させている,、

関心・意欲５態度

●

巳

●

■

歴勇巳的 ･地理的事象に対する関心と課題意識を高め，意欲的

に追究するとともに，国際社会に主体的に生き国家・社会を
．●

形成する日本国民としての責任を果たそう坐ずみ
思考・判断､・表現

｡

歴史日， ・地理的事象から課題を見いだし，我が国及び世界の

形成の歴史的過程と生活､:文化の地域的特色を世界的視野に
立って多面的･多角的に考察し，国際社会の変化を踏まえ公
正に判断して，その過程や結果を適切に表現していろ‐

資料活用の技能 歴史的。地理的事象に関する諸資料を収集し，有用な情報をり

適切に選択して，効果的に活用していふ
知識・理解 戎か因及び世界の形成の歴史的過程と生活・文化の地域的特

色についての基本的な事柄を理解し，
いる

その知識を身に付けて
｡ 。 ．

関心・意欲９態度 視代の社会と人間にかかわる事柄に対する関心を高め，意欲

的に課題を追究するとともに，平和で民主的なよりよい社会
の実現に向けて参加，協力する態度を身に付け人間としての
在り方生き方についての自覚を深めようとする〃

思考・判断・表現 視代の社会と人間にかかわる事柄から課題を見いだし，社会
的事象の本質や人間の存在及び価値など（こついて広い視野に

立って多面的勺多角的に考察し，社会の変化や様々 な考え方
を踏まえ公正に判断して，
いる ０

その過程や結果を適切に表現して

資料活用の技能 視代の社会と人間にかかわる事柄に関する諸資料を収集し，
有用な情報を適切に選択して，効果的に活用していろ≦

知識・理解 視代の社会的事象と人間としての在り方生き方とにかかわる
基本的な事柄を理解し，その知識を身に付けていろ‐
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教科 観点 趣 旨

数

学

関心・意欲・態度

数学的な見方や考

え方

９

数学的な技能

知識・理解
Ｇ

凸

数字の論理や体系に関心をもつとともに，数学のよさを認識

し，それらを事象の考察に積極的に活用して数学的論拠に基
づいて判断しようとする◎

６Ｆ

事象を数学的に考察し表現したり，思考の過程を振り返り多

面的・発展的に考えたりすることなどを通して，数学的な見
方や考え方を身に付けている。

事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の方法などの技能
を身に付けている。

数字における基本的な概念，
し， 知識を身に付けている。

原理・法則などを体系的に理解
０．・

理

科

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

●

Ｐ

｡

観察・実験の技能
● 表現

知識・理解

目然の事物・現象に関心や探究心をもち，意欲的にそれらを●

探究しようとするとともに，● 科学的態度を身に付けていろ‐

目然の事物・現象の中に問題を見いだし，探究する過程を通

して,‘事象を科学的に考察し，導き出した考えを的確に表現●●

している。

観察’ ＄実験を行い，基本操作を習得するとともに，それらの

過程や結果を的確に記録，整理し，自然の事物６現象を科学
､

的に探究する技能を身に付けている。

目然の事物･も現象について，･基本的な概念や原理・法則を理
解し，知識を身に付けている。

関心・意欲・態度 連動の楽しさや喜びを深く味わうことができるよう，運動の

合理的，計画的な実践に主体的に取り組もうとする。また，
個人生活及び社会生活における健康・安全について関心をも
ち９ 意欲的に学習に取り組もうとする。

思考・判断

、

生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現を目指して，自己

や仲間の課題に応じた運動の取り組み方や健康の保持及び体●申

力を高めるための運動の計画を工夫している。また，個人生
活及び社会生活における健康・安全について，課題の解決を
目指して考え，判断し，それらを表している．

運動の技能 運動の合理的な実践を通して，運動の特性に応じた段階的な
技能を身に付けている。

●

知識・理解

－

夕

＝

ｇ

令

運動の合理的，計画的な実践に関する具体的な事項及び生涯

にわたって豊かなスポーツライフを継続するための理論につ
いて理解している。また

康・安全について，

している。

， 個人生活及び社会生活における健

課題の解決に役立つ基礎的な事項を理解
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教科 観 点 趣 』
白

色

音楽への関心・意

欲ｂ態度

音楽表現の創意工

夫

音楽表現の技能

鑑賞の能力
Ｃｈ

■● 6

■

美術への関心・意

欲ｐ態度

発想や構想の能力

創造的な技能
｡

■●

●

音楽活動の喜びを味わい，音楽や音楽文化に関心をもち，主
体的に音楽表現や鑑賞の学習に取り組もうとする。

音楽を形づくっている要素を知覚し〆それらの働きを感受し
ながら，音楽表現を工夫し，表現意図をもっている。

創意工夫を生かした音楽表現をするための技能を身に付け，
創造的に表している。

音楽を形づくっている要素を知覚し，それらの働きを感受し●､

ながら， 解釈したり価値を考えたりして，音楽に対する理解
を深め風よさや美しさを創造的に味わっている。

美術の創造活動の喜びを味わい,美術や美術文化に関心をもち，●割●

主体的に表現や鑑賞の創造活動に取り組もうとする。

感性や想像力を働かせて，主題を生成し，創造的な表現の構想
を練っている。

一 ・｡

へ"

ｐ ●

●

鑑賞の能力
●

●

？

美術や美術文化を幅広く理解し,そのよさや美しさを創造的●●｡●●

に味わって.いる６
● ｡

工

●●

芸

工芸への関心
■■

欲も態度
●

● 意
６

●

発想や構想の能力
●~●寺

●

創造的な技能

鑑賞の能力弓
｡

●

$

工芸の創造活動の喜びを味わい,工芸や工芸の伝統と文化に関色 ■

●■■F⑧甲■■

心をもちジ

る
●

｡

主体的に表現や鑑賞の創造活動に取り組もうとす
｡

●

●

由

● ●

感性や想像力を働かせて，心豊かな発想をし，よさや美しさな●CdP■

どを考え制作の構想を練っている。

創造的な工芸の制作をするために必要な技能を身に付けが表
現方法を工夫して表しているb､

工芸や工芸の伝統と文化を幅広く理解し，そのよさや美しさ

を創造的に味わっている。 ｡ ●

書

道

書への関心・意欲
● 態度

書表現の構想と工

夫

創造的な書表現の
技能

｡

鑑賞の能力

書の創造的活動の喜びを味わい，
Ｏ

ａ

書の伝統と文化に関心をも
、

って,主体的に表現や鑑賞の創造的活動に取り組もうとする‐

書表現の諸要素を感受し,感性を働かせながら，自らの意図
に基づいて構想し’表現を工夫している。

創造的な書表現をするために，書の効果的な表現の技能を身
に付け表している．

● 、
■●

文字や書の伝統と文化について幅広く理解し，その価値を考
津

;函乙，． 書のよさや美しさを創造的に味わっている．
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教科 ″観 点 趣 旨

外
国

雪
叩

●

コ ミュニケーシ ヨ

ンへの関心・意欲
● 態度

外国語表現の能力

外国語理解の能力

０

言語や文化につい

ての知識・理解

コミュニケーションに関心をもち,･積極的に言語活動を行
し、

'
． ミュニケーショ ンを図ろうとする。

●

｡

③

外国語で話したり書いたりして，情報や考えな‘どを適切に
伝えている。

外国語を聞いたり読んだりして班情報や考えなどを的確に
理解している。

外国語の学習を通して，言語やその運用についての知識を
身に付けているとともに
している｡ ●

ｅ

，
■ その背景にある文化などを理解

b●

●

家
庭

関心・意欲
８

イ

●
６ 態 度

思考・判断・表現

グ

技能
●

守

▲ ●

知識・理解

ｅ

ｑ

、 ●

･家庭や地域の生活について関心をもちかその充実向上を目指

して主体的に取り組もうとするとともに,L実践的な態度を身
に付けている。

家庭や地域の生活について課題を見いだし，その解決を目指

して思考を深め，適切に判断し工夫し創造する能力を身に付
けている。

家庭や地域の生活を充実向上するために必要な基礎的・基本
的な技術を身に付けている。写

●

家庭生活の意義や役割を理解し，家庭や地域の生活を充実向、

上するために必要な基礎的・基本的な知識を身に付けてい
る ｡

』情

報

関心・意欲・態度

思考ｐ判断・表現

技能

知識、理解

情報や情報社会に関心をもち，身のまわりの問題を解決する
０

ために，自ら進んで‘情報及び情報技術を活用し，社会の情報
化の進展に主体的に対応しようとする。

情報や情報社会における身のまわりの問題を解決するため

に，情報に関する科学的な見方や考え方を活かすとともに情
報モラルを踏まえて，思考を深め，適切に判断し表現してい
る
９ ●〆

●－

◎．。

情報及び情報技術を活用するための基礎的･基本的な技能を

身に付け，目的に応じて情報及び情報技術を適切に扱ってい
る。．．

‘情報及び情報技術を活用するための基礎的・基本的な知識を
●~Q

身に付け，社会における情報及び情報技術の意義や役割を理
解している。
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教科 観点 趣 旨

農
業

｡

中

令

関心・意欲・態度

思考・判断・表現
ｐ

●

技能 ■

｡

知識・理解
⑤■

●

農業に関する諸課題について関心をもち，その改善・向上を

目指して主体的に取り組もうとするとともに，実践的な態度
を身に付けている。

農業に関する諸課題の解決を目指して思考を深め，基礎的 ●

基本的な知識と技術を基に，農業に携わる者として適切に判
断し，表現する創造的な能力を身に付けていろ～

農業の各分野に関する基礎的・基本的な技術を身に付け，農一

業に関する諸活動を合理的に計画し，その技術を適切に活用
している。

少b

農業の各分野に関する基礎的・基本的な知識を身に付け，農
業の意義や役割を理解している。

工

業

関心・意欲 ● 態度

思考・判断・表現
の

技能

一

知識・理解
●

白

上栗技術に関する諸課題について関心をもち，その改善・向

上を目指して主体的に取り組もうとするとともに，実践的な
態度を身に付けている。

上栗預術に関する諸課題の解決を目指して思考を深め恥基礎』

的・基本的な知識と技術を基に,技術者として適切に判断し，
表現する創造的な能力を身に付けているざ

工菜の各分野に関する基礎的・基本的な技術を身に付け，環

境に配慮し，ものづくりを合理的に計画し，その技術を適切
に活用している。 ● ●

工栗の各分野に関する基礎的・基本的な知識を身に付け，現
代社会における工業の意義や役割を理螺していろ‐

商

業

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

技能

知識・理解

ビシネスの諸活動に関す萄諸課題について関心をもち，その
●

改善・向上を目指して主体的に取り組もうとするとともに，Ｇ

、

実践的な態度を身に付けている。

ビジネスの諸活動に関する諸課題の解決を目指して思考を深

め，基礎的ｐ基本的な知識と技術を基に，ビジネスの諸活動
に携わる者として適切に判断し，表現する創造的な能力を身

O少

に付けている。
q ■

商業の各分野に関する基礎的・基本的な技術を身に付け，ビ

ジネスの諸活動を合理的に計画し，その技術を適切に活用し
ている。

問栗の各分野に関する基礎的？基本的な知識を身に付け，ビ
ジネスの意義や役割を理解している｡
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水
産

教科 観 点 趣 旨

関心・意欲・態度
〃

思考・判断・表現

技能

水産や栂拝に関する諸課題について関心をもち，その改善．
向上を目指して主体的に取り組も
な態度を身に付けている。

うとするとともに，実践的

水産や海洋に関する諸課題の解決を目指して思考を深め，基
礎的・基本的な知識と技術を基に跡水産業や海洋関連産業に
携わる者として適切に判断し，表現する創造的な能力を身に
付けている。

〃

水産や海洋の各分野に関する基礎的・基本的な技術を身に付
け， 水産や海洋に関する諸活動を合理的に計画し，その技術
を適切に活用している。

●

知識・理解 水産や海洋の各分野に関する基礎的・基本的な知識を身に付●

け ， 水産業や海洋関連産業の意義や控割左揮鯉ＬＴぃスー

●

家

庭

関心・意欲･･態度

思考・判断・表現

●

技能
●
０

知識・理解

生括産業を取り巻く諸課題について関心をもち，その改善．

向上を目指して主体的に取り組もうとするとともに，実践的
な態度を身に付けている。

生枯産業を取り巻く諸課題の解決を目指して思考を深め，基
礎的・基本的な知識と技術を基に， 生活産業に携わる者とし

て適切に判断し，表現する創造的な能力を身に付けていろ‐

生活産業に関する基礎的・基本的な技術を身に付け，生活産

業に関する諸活動を合理的に計画し，その技術を適切に活用
‘している。

生活産業に関する基礎的・基本的な知識を身に付け，生活産
Ｇ

業の社会的な意義や役割を理解していろ‘，

看

護

関心 ● 意欲ｑ態度

思考・判断ざ表現

技能

知識・理解

看護に関する諸課題について関心をもち，その改善・向上を

目指して主体的に取り組もうとするとともに，実践的な態度
を身に付けている．

看護に関する諸課題の解決を目指して思考を深め，基礎的.

基本的な知識と技術を基に，看護に携わる者として適切に判
●

断し， 表現する創造的な能力を身に付けていろ,、

看護の各分野に関する基礎的・基本的な技術を身に付け，看

護に関する諸活動を合理的に計画し，その技術を適切に活用
､している。

看護の各分野に関する基礎的・基本的な知識を身に付け，看
護の意義や役割を理解している。
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教科 観 ノ点 趣 旨

情
報

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

技能

知識・理解

，

情報の各分野に関する諸課題について関心をもち，その改善

｡､向上を目指して主体的に取り組もうとするとともに，実践
的な態度を身に付けている。

~●

情報の各分野に関する諸課題の解決を目指して思考を深め，
基礎的・基本的な知識と技術を基に， 情報産業に携わる者と

して適切に判断し,表現する創造的な能力を身に付けていろ‐

情報の各分野に関する基礎的９基本的な技術を身に付け，情
報の各分野に関する諸活動を合理的に計画し，その技術を適
切に活用している。

福

祉

関心・意欲・態度

｡

思考・判断・表現

技能

？

知識・理解

社会福祉に関する諸課題について関心をもち，その改善・向

上を目指して主体的に取り組もうとするとともに,実践的な
態度を身に付けている。

社会福祉に関する諸課題の解決を目指して思考を深め,基礎

的な知識と技術を基に,福祉に携わる者として適切に判断し，
ｄ ヶ｡

表現する創造的な能力を身に付けている『、

社会福祉の各分野に関する基礎的。基本的な技術を身に付
け ●

， 福祉に関する諸活動を合理的に計画し，その技術を適切
に活用している。 g一

社会福祉の各分野に関する基礎的・基本的な知識を身に付●

け３ 社会福祉の意義や役割を理解している‐

理

数
‐

０

関心・意欲・態度
●

思考・判断・表現

技能

知識・理解

目然の事物・現象や数学的事象に関心をもち，積極的にそれ
ざ

らを探究しようとするとともに，事象を科学的・数学的に考
察し表現する態度を身に付けている。

目然の事物・現象の中に問題を見いだし探究する過程を通し
て ， 事象を科学的，創造的に考察し，導き出した考えを的確
に表現している。また３ 数学的な見方や考え方を身に付け，
事象を数学的，創造的に考察し的確に表現している‘，
観 察ｙ 実験の基本操作及び自然の事物・現象を探究する技能
を身に付けている。また， 事象を数学的に表現・処理する仕
方や推論の方法などの技能を身に付けている。

科学や数学における基本的な概念や原理・法則などを系統的
に理解し，知識を身に付けている。
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教科 観点 趣 ］
臼

●

体

、

青

関心輿意欲・態度

思考・判断

運動の技能

知識・理解
守

今

スポーツ文化を尊重し，主体的，合理的”計画的に，各科目
の学習に取り組もうとする◎

｡ 0

b‘｡凸~■

生涯を通してスポーツの振興発展に寄与するごとを目指し
て ， 各科目の課題に応じた運動や学習の取り組み方，健やか

０

な心身の高め方や維持の仕方を工夫している旬

高度な技能の習得を目指して，各科目の運動の特性に応じた
段階的な技能を身に付けている。

●
●
ロ

スポーツの専門的な実践に関する具体的な事項及びスポー
ツの振興発展に寄与するための理論について理鯉していろ‐

ゆ◆

音

楽

音楽への関心・意

欲心態度

音楽表現の創意工

夫

音楽表現の技能
百

｡

鑑賞の能力

音楽文化を尊重し，主体的，創造的に音楽の学習に取り組も
うとする。 ●

□

ｃ

●

音楽を形づくっている要素を知覚し，､それらの働きを感受し
〆

ながら，音楽表現を工夫し，表現意図をもっていろ‐

創意工夫を生かした音楽表現をするための技能を身に付け，
創造的に表している。

〈
。

音楽を形づくっている要素を知覚し§それらの働きを感受し

ながら，価値判断し，音楽に対する理解を深め，よさや美し
さを創造的に味わっている。

、

美

術

美術への関心・意

‘欲｡,態度
●

け

発想や構想の能力

●
●

創造的な技能

鑑賞の能力

美術文化を尊重し，主体的

うとする。 ｡ ■

ｌ
ｅ

創造的に美術の学習に取り組も

感性や想像力を働かせて感じ取ったことや考えたことなどを

基に豊かに発想し，よさや美しさなどを考え，創造的・機能
的で個性豊かな表現の構想を練っている。

創造的な表現活動をするために必要な造形感覚や専門的な技､

能を身に付け，表現方法を創意工夫して表現していろ‐

美術作品や文化遺産,美術文化などについて理解を深め，感
性や想像力を働かせて価値や美意識を感じ取り，創造的に味
わっている。

●

● ﾛ

●、

英

雲
叩

． ミュニケーショ

ンへの関心・意欲
.●．態度

英語表現の能力

０．‐

英語理解の能力

言語や文化につい

ての知識・理解

コミュニケーションに関心を,もち，積極的に言語活動を行
し、

， コミュニケーションを図ろうとする。
＝

白 ●

英語で話したり書いたりして

えている。

， ‘情報や考えなどを適切に伝
●夕

英語を聞いたり読んだりして

解している。

， 情報や考えなどを的確に理

英語の学習を通して，言語やその運用についての知識を身
に付けているとともに

ている。

’ その背景にある文化などを理解し



４．聴覚障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校高等部における各教科。科目
の学習の記録が

９

｡

ロ

雷11'､，

３㎡視覚障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校高等部における各教科・科目
の学習の記録

識

、

ロ

教科 観点 趣 旨

●

●

印
刷

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

技能

知識・理解：

印刷に関する諸課題について関心をもち，その改善℃向上を

目指して主体的に取り組もうとするとともに，実践的な態度
を身に付けている。

印刷に関する諸課題の解決を目指して思考を深め，基礎的．

基本的な知識と技術を基に適切に判断し，表現する創造的な
能力を身に付けている。

印刷の各分野に関する基礎的・基本的な技術を身に付けｊ印

刷に関する諸活動を合理的に計画し，その技術を適切に活用
している。

印刷の各分野に関する基礎的・基本的な知識を身に付け，印
刷の意義や役割を理解している６

教科 観 』点 趣 ……旨

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

色

保健理療に関する諸課題について関心をもち，その改善・向

上を目指して主体的に取り組もうとするとともに，探究的，
実践的な態度を身に付けている。

保健理療に関する諸課題の解決を目指して思考を深め,基礎

的・基本的な知識と技術を基に適切に判断し，表現する創造
的な能力を身に付けている。

技能 保健理療の各分野に関する基礎的・基本的な技術を身に付
け， 保健理療に関する諸活動を合理的に計画し，その技術を
適切に活用している。

知識・理解

０

グ

保健理療の各分野に関する基礎的・基本的な知識を身に付

け,現代社会における保健理療の意義や役割を理解している。
●



唇

Ｐ寺

●

銅､

"雨'鼠､；

1０

理
容
・
美
容

教科 観点 ●

●
趣 旨

関心
●
ゆ

●
二 二

j息欲､･態度

〆●

思考・判断・表現

技能

埋容．美容に関する諸課題について関心をもち，その改善．

向上を目指して主体的に取り組もうとするとともに，実践的
な態度を身に付けている。

０ ，
~一

巧●

埋容・美容に関する諸課顕の解決を目指して思考を深め，基

礎的・基本的な知識と技術を基に適切に判断し，表現する創●

造的な能力を身に付けているふ ｡ ． ： ．

知識。 理解 理容．美容の各分野に関する基礎的Ｃ基本的な知識を身に付
け， 理容・美容の意義や役割を理解していろ‐

ク
ソ
ー
ニ
ン
グ

｡

ｂ
●

＝①

関心一意欲・態度

思考・判断・表現

、

技能
q●

知識・理解

クリーニングに関する諸課題について関心をもち，その改善

･向上を目指して主体的に取り組もうとするとともに，実践
的な態度を身に付けている。

クリーニングに関する諸課題の解決を目指して思考を深め，ｆ、
●⑧

基礎的・基本的な知識と技術を基に適切に判断し，表現する
創造的な能力を身に付けている。

Ｑ〃

クリーニングの各分野に関する基礎的・基本的な技術を身に
付け， クリーニングに関する諸活動を合理的に計画し，その
技術を適切に活用している。 ●■

クリーニングの各分野に関する基礎的・基本的な知識を身に
付け，クリーニングの意義や役割を理燃していろ‐‐-



｡

(善毒二葉言桧隻三弐二〉

ロ

小 学校児置謹指導要録
'

様式１（学籍に関する記録）

｡

回

』

’

、 －－－

’
学級担任者

･氏名印

鯉Ｌ校長氏名.印

区分、学年 １ ２ ３ ４ ５ ６

学級

整理番号

手垂のＨ同白竪

児
童

ふりがな

氏名

生年月日

現住所

今

性
別

平 成年月日生

入学・編入学等

転入学

〃

平成年月日第１学年入学

●

｡
第学年編入学

平成年 月 日 第 学 年 転 入学

●

● ●

●■ 転学・退学等

卒業

進学先

(平成年月 日）

平成年月日

〃
’

平成年一月日

学 校 名

及ぴ

所在地

(分校名･所在地等）

● 巳●

申● ●

年 度 平成年度 平成年度 平成年度

区分、学年 １ ２ ３
■ ｂ ‐

●

年 度 平成年度 平成年度 平成年度
区分 、 学年 ４ ５ ６

●

校長氏名印

●●

学級担任者

氏名印



/嘱羅１１'ﾘ〉

＆

⑭

蒜､，蝿ﾙ
ノ

算
数Ｉ

様式２(指導に関する記録）

‘ ‐一-－－－

谷教科の学習の館蝿
外国§吾活動の龍錘

Ｉ観点別学習状現 観点、学年 ５ ６
教科

国
語

社
会

観 点、学年

国語への関心・意欲・態度

話す。閉く能力

書く能力

読む能力

言語についての知織・理解・技能
〃●

社会的事象への関心・意欲・態度．

社会的な思考・判断・表現

観察・資料活用の技能

社会的事象についての知職・理解

１

／

／
／
／
／

２

／

／
／
／
／

３ ４ ５ ６ コミュニケーションへ

の関心・意欲･態度
旬腸

外国裾への慣れ親しみ

｡

言語や文化に関す

付き

る気
■申

●｡

算数への関心・意欲・態度

数学的な考え方

数量や図形についての技能

数量や図形についての知織・理解

理

科

自然事象への関心・意欲Ｒ態度

科学的な思考・表現

観察・実験の技能

自然事象についての知織・理解

／

／
／
／
／

／

／
／
／
／

生
活

生活への関心・意欲・態度

活動や体験についての思考・表現

身近な環境や自分についての気付き

／

／
／
／

／
／
／
／

／

／
／
／

／

／
／
／

音
楽

音楽への関心・意欲９態度

音楽表現の創意工夫

音楽表現の技能

鑑賞の能力
Ｑ●

図
画
工
作
．

造形への関心・意欲・態度

発想や構想の能力
●

創造的な技能

鑑賞の能力

ｊ－

家

庭

家庭生活への関心・意欲・態度

生活を創意工夫する能力

生活の技能

家庭生活についての知織・理解

● ●

／

／
／
／
／

／

／
／
／
／

ノ
／
/（
／
／

ノ

／
／
／
／

体

青

運動や健康・安全への関心・意欲・態度

運動や健康・安全にっいての思考・判断

運動の技能

健康・安全についての知識・理解

亙 日 甲宝

学学、教科 国語 社会 算数 理科 音楽 図画工作 家庭 体育

児童会活動

、

３

４

クラブ活動

５

６

学校行事

児童氏名 学 校 名 ｡● 区分、学年 １ ２ ３ ４ ５
、p

６

学 級

整理番号



。

ｐ

回

ロ

第
１
学
年

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
鱗
ｉ
１
’
１

可且皿ロ【Ｊ】面冨・醇基

項目、学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ 項 目 、 学 年 １ ２ ３ ４ ５ ６
基本的な生活習慣

思いやり・協力。
健康・体力の向上 玲

占

生命尊重･自然愛護
自主・自律

勤労・奉仕
責任感

公正・公平
創意工夫

公共心・公徳心
、

■ｰﾛﾖﾛ身巳」函［【恥十画副阜Ｆー＝Ｌ●ヂ象ヱー誼在蔀毒

缶

、

第
４
学
年

､

第
２
学
年

●

第
５
学
年

〆

第
６
学
年

,０

ｕ』囲喧ｆｙＢ画同ａ悪

授業日数 出席停止．

溺I等の日数

雌し棚沌

ならない日数

欠席日数 出席日数 備 考

１

２

３

４

５
0F◆●●

６

児童氏名



＆

要亭会暴く善雲勇琴桧蔑試ご〉

':mIIimi！》

Ｐ

'"扇i,》

●

匡戸学全フt交生ミニ徒手旨量簿
様式１（学籍に関する記録）

１１性別
‐
●

生
徒
，

区分、学年 １ 、２ ３

学級

整理番号 ０

●b 手 景冒の館鱈

ふりがな

〃

氏名
ゆ

生年月日 平成 年月日生

現住所

保

護
＄

者

.ふりがな

氏Ｚ名

現住所

入学前の経歴

学校名

及、 ぴ

所在地
■申

(分校名･所在地等）
、

" ●

年度 平成年度 平成年度
● ● 平成 年度

区分 、 学年 １ ２ ３

校長氏名印
しＬ

学級担任者

氏名印 ●●

､



●

幻

、

９

様式２（指導に関する記録）

｣Mi：

吾蔀型刃勢α刀＝君豆〃】■間硬茜

且彊智軍剰Ｉ＝ｑ鐸芽碁ごロ、

教科 観 点～学年 １ ２ ３ 教科 観 点～学年 １ ２ ３

国
語

社

会

国語への関心・意欲・態度

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

言語についての知織・理解・技能

社会的事象への関心・意欲・態度

社会的な思考ｏ判断・表現

資料活用の技能

社会的事象についての知識･･理解

●

N==＝ ＝ーーー一二

皿 評喪

数学への関心・意欲・態度

数学的な見方や考え方

数学的な技能

数量や図形などについての知織・理解

自然事象への関心・意欲・態度

科学的な思考・表現

観察・実験の技能．

目然事象についての知織・理解

学年、教科 国語 社会 数学 理科 音楽 美術
１

２

３

侭置三ミミ壷冒調F言烹害毒ぞヨ席三三一害引ー ＝＝－Ｆ＝＝＝弓戸＝ーｰ－一

子〒、恩叉手ナ ↑未3至1卒育 亜術.･家庭 外国語

１

２

３

露台的な学習の時間の飽錘

学年 学習活動 観点 評価
音楽への関心。意欲・態度

音楽表現の創意工夫

音楽表現の技能

鑑賞の能力

美

術

美術への関心・意欲・態度

発想や構想の能力

創造的な技能
●

鑑賞の能力

運動や健康・安全への関心・意欲・態度

運動や健康・安全についての思考・判断

運動の技能

運動や健康・安全についての知織・理解

技
術
・
家
庭

生活や技術への関心・意欲・態度

生活を工夫し創造する能力

生活の技能

生活や技術についての知識・理解

外
国
語

コミュニケーションへの関心・意欲・態度

外国語表現の能力

外国語理解の能力

言語や文化についての知識・理解

生徒氏，名 学 校名一 区分、学年 １ ２ ３

学級

整理番号



'剣'‘,'、

⑲

'‘Q1m､
、－イ

●

1 丁麺 ﾛ、西。２塁

項目、＝学年 １ ２ ３ 項目、学年 １ ２ ３

基本的な生活習慣 思いやり・協力

健康・体力の向上
生命尊重･自然愛謹

自主・自律
勤労，奉仕

責任感
公正・公平

創意工夫
公共心・公徳心

顧る宿可脚『』魁ど凪ひ子冒狸 、上 審霧 ﾉー 淀を Ｚも ．麓 讐室 茜

第

１

学
年

甲

□

β 毎●

ノ
0

巳 ■

●

●

■ ●

第
２
学
年

０

ｒ①

６０

0 ■

●

）

●

Ｃ ｅ

１．．

●●

第
３
学
年

●｡

●●0

Ｏ
Ｇ

● 6

● ●

函 欠 の館．鰻

授業日数 出席停止。

忌引等の日数

蹴碗I洲ｆ

ならない日数

欠席日数 出席日数 備 考
rｅ

1． ● の

２

３

生徒氏Ｊ名

●●



劃
剛
醗
評
郡
審
６

(全日制の課程･定時制の課程)且三二f圭搾葬尊皇室金乗（善雲三考桧隻冒式）
様式１（学籍に関する記録）

●

護

’

ｐ

巳

沙

者

’

?害苛雲亭等量ﾌ脂交

学年入学

学年編入学
ロ

性
別||…’

平成年月日第エ

第

宇騎の雄！鐸

ふりがな

氏名
●

〃

生年月日

現住所

ふりがな

平成年月日生 転入学

転学・退学等

平成年月日

平成年月日

氏名

現住所． ひ．

ず

留 学 等

卒 業

平成年月日

～ 平 成 年 月 日

平成年・月日

入学前の経歴

平成年中学校卒業

進学先

就職先等

学校名

及 ぴ

所在地

！mM令校名さ所在地等）

謀程名ｊ学科名

｡ 『
■

● 06

□｡

年 度 平成年度 平成年度 平成年度 平成・年度
学年 １ ２ ３ ４

校長氏名印

ホームルーム

担任者氏名印

区分、学年 １ ２ ３ ４
●

ホームルーム

整理番号



各教科・科目等の修得単位数の記録

(様式１裏面）

『

、

Ｐ

mflVRlil》

●

留学

総合的な学習
の時間

科目

国語総合

略
ヘ

〃

〃

〃

〃

〃．

〃

〃

〃

〃 .

．．〃

〃

鵬靴蝋

の計

〃

〃

記

●●

緋
鮪

〃

〃 ．

芸

術

〃

〃

〃

外
国
語

〃

〃

〃．'

科目

〃

〃

〃

〃

〃．

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

●

鶴単i蝋

の計

〃

工
業

．〃

〃

商
業

〃

〃
、

水
産

〃

〃

家
庭

‐〃

〃

着
護

〃

〃

教
科

情
報

福
祉

理
数

体
青

科目

〃

〃

〃

〃 ．

〃

〃
▼
ウ

〃
● q

〃

鶴靴撒

崎

●

音

楽

0 〃

〃

美
術

〃

〃

英
語

〃

〃

学
校
設
定
教
科
勺○

〃

〃

〃．

〃
●

〃



⑧

や

盆

■

様式２（指導に関する記録)．
●

恥

各 教素b ● 準 ヨ等の学モ蘭Ｋ〃日回匿況。

各教 科。科目等

覇[科等 科目等

第：

評

定

学年

修
得
単
位
数

第２学。零

評
定

修
得
単
位
数

_第３９詮年
評

定

修
得
単
位
数

第４学年

評
定

修
得
単
位
数

ｑ

修
得
単
位
数
の
計

備考

麺 語総合
略
〃

〃

〃

〃

〃

〃

』 〃 ．

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

．〃

〃

〃

〃

外
国
語

〃

〃

〃

と

家
庭

〃

〃

■ 〃

情
報

〃

〃

〃

鞭
搬
調

〃

〃

９〃

農
蕊

〃

〃

工
藍
《

〃

〃

商
業

〃

〃

水
産

〃

〃 ●

家
庭

〃

〃

青
凄

〃

〃

氏

情
報

〃

〃

福
祉

〃

〃

理
数

、〃

〃

体
育

〃

〃

音
楽

〃
夕

〃

美
術

〃

〃

英
語

〃

〃■

定
教
科

学
校
設

〃

〃

〃

総合的な学習の時間
⑤

小 計

留学

合計

生徒 氏名 字W毎劣属： 区分、学年 １ ２ ３ ４●

ホームルーム

整理番号



"'1mm!》
‐＝‐ザ

、

/制,蝿》

免

一局ロマ■■具三一五三■■■ーー＝”万も一一■

学
習
活
動

評
価

■五Ｆ丙Ⅱ■一一菌万五”万己宇一■＝ユ

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
』

ダ･●

9●

｡

○ ●ＣＯ

縫 合 胃 『 園 乃 ７ ｒ 麺垂’
｡

●●

第

１

学
年

● 夕一・

。：

●■

●〃

●●b■

Ｌ

、．８

0●
､

◆ ●

●■の

第
２
学
年

●②●

０
●

、

今

第
３
学
年

、 ． 、
６

●●

｡●■

● ．｡●

●、｡

４■ｃ
■ ●

第
４
学
年

ＯＧ

‐〆
｡

Ｑ

１ ．

ロユ団Ｅ＠回．宜岡酋邑

授業日数 出席停止．

忌引等の日数

留学中の

授業日数

雌し鮒棚

なら職､日数

欠席日数 出席日数 備 考

１
●q

、 ．

２

３

４

生徒氏 名



｡

(通信制の課程）且三振匡才旨雪掌要客金乗 <喜参勇考才羨王fご）
様式１（学籍に関する記録）

’

《

②

、

、

入学

編入学

『葛套亭曇学童ｵ交

||入学編入学等’

’
護

●

者

性
別

平成年月日
0勺

区分、年度 平成年度 平成年度 平成年度 平成年度 平成鞭 平成年度

ホームルーム

整理番号

宇 霜 の記鐙

ふりがな

氏・名

生年月日

現住所

ふりがな

平成年月庁日生 転入学

｡

●

転学・退学等

平成年 月日
＆

平成 年月日

Ｉ

氏名

現住所
）

留学等．

卒業

平成年月日

～平成年月日

平成年月日

●

入学前の経歴

←

平成．年 中学校卒業
：

■

進 学先

就 職 先 等

ノ。

、

､、。

学，校名

及．び

所在地

鯨Ｉ

学科名

● ●

Ｑﾜﾛ●｡

ｐｐ

年度 平成 年度 平成年度 平成年度 平 成 年 度 平成年度 平成年度

校 長氏名印

ホームルーム

担任者氏名印



各教科・科目等の修得単位数の記録

専
門
教
青
に

‐

碑

Ｐ

皆
毎
唾
睦
謬
吉

'剥亀ツ
ア

済
『
響
謬
割

壷
竜
牽
引
畔
謬
圭
昌

f馴感１１》

(様式１裏面）

関
；
ず

ゆ

、

る

留学

教
科

●

科 目 擁靴勘

の計

国
語

国語総合

略

〃．

●』

地
理
歴
史

● 〃

’律

〃

〃、．

公
民

〃

、

〃

〃
●

●

数
学

〃

〃。

．〃

理
科

〃

〃

.〃

緋
儲

〃●

〃

芸
術

〃

〃

〃

外
国
語

〃

〃

〃

教
科

家
庭

情
報

学
校
設
定
教
科

科目

〃

〃

〃

〃．

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

擁単雌

州

ザ

｡●

℃

〃

〃

、〃

〃

〃

〃

●

‘〃

〃

〃

ｑ

〃

看
護

＄

〃

〃

総合的な学習

の時間

教
科

情
報

福
祉

理
数

体
育

音

楽

ラミ

術

英

語

〃

、〃

学
校
設
定
教
科

● 〃

〃

〃
●

〃

〃

･



ｐ

｡

で

'

！

ａ様式２（指導に関ずろ蔀銀） ●

各教・科・科目 等

》
：
■篭t科等 科～目筈

平成年度

評
定

修
得
単
位
数

平成年度

評

定

修
得
単
位
数

平成年度

評
定

修
得
単
位
数

平成年度

評
定

修
得
単
位
数

平成年度

評
定

修
得
単
位
数

平成年度

評
定

修
得
単
位
数

修
得
単
位
数
の
計

，

Ｐ

備 考

雪 語総合

略

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃 ，

〃

〃

燃
購

〃．

〃●

芸
術

〃

〃 。

〃

外
国
語

〃

〃

〃
g●

家
庭

〃

〃

〃

情
報

〃

〃

〃

定
教
科

学
校
設

〃

〃

〃
、

◆ ●

農
業専

業

Uママ

業
一一ー

産

庭

門
教
育
に

ー

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃、

〃

〃

〃 ．

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃．

〃

〃

〃

〃

● ⑤

総合的な学習の時間

小計

留学

合計

生〆徒 鴎・名 学和Ｆ楽 区分、年度 ¥闘 綴 報鞭 軸鞭 軸輔 輔鞭 穂軽
ホームルーム

整理番号



■、

、

＝

⑥

~1,1診

一再面で■〃五Ｆ一一丘■■画一＝■■~も一五ユー

学
習
活
動

評
価
・
‐

ＣＧ

句一吾聖旦一Ｆ 面 ” 万 、 ＝ 工 ＝ ＝

平成 年度 平成年度 平成年度“ .平成：年度 平成年度 平成年度

Ｆ

' 一

篭合所貝愛７Ｋ堵釘亘 Ｉ
二審君となる諸事項

平
成
年
度

Ｐ●

平
成
年
度

制
。
◆

平
成
年
度

平
成
年
度

平
成
年
度

平
成
年
度

■ 0

●甲

Ｇ ●

、罪辱”、口目・全迅

出校日数 傭

ｅｄｆ

考

平成年度

平成年度

● 今

平 成年度

平成年度

平 成年度

平成年度

生，徒‘氏名 一

● ． ●



ｐ

[視覚障害者、聴覚障害者、肢体不自由者又は病弱者である児童に対する教育を行う特別支援学校］

／J、言全帯邦Ｊ尼童萱才旨毒事墓喜金乗〔参堂筆言うf羨三ﾐｩ
様式１（学籍に関する記録）

ｐ

画

画

＃
１

字晒のロ圏縄

児

童

ふりがな

氏．名

生年月日

現住所

性
別

平成年月日生

入学・編入学等．

転入学

平成年月日

●

第１学年入学

第学年編入学

ｂ
ｑ

平 成年 月日第

●

●

●

学年転入学，

転学。鐸 等

卒業

進学先

(平成年月日)．

平成年月日

●●

平成 年～ 月 日．

●

学も校、名

及ぴ

所在地

扮校名p所在地等）

● ｡●

年度 平成年度 平成年度 平成 年度

区分、学年 １ ２．． ３

m､職１１： 長
、

氏名

●

印

Q -●

学級担任者

氏名印

●、

年度 平成年度 平成年度 平成年度

区分、学年 ４ ５ ６●

校長氏名 印

９

学級担任者

氏名印
●‐

区分、学年 １ ２ ３ ４ ５ ６

学級

整理番号



、
公

ｅＬ●■■

迫

(MImImﾘリ
ノ

'‘‘'1,1,
一"

算
数Ｉ

様式２（指導に関する記録）
p gd

●･●｡げ

谷教科の掌理の館錘一
外国語活動の飽鎧

Ｉ観点別掌智紐湧． 観点、学年 ５． ６，
教科

国

語

ひ

社

会

観 点、学隼

国語への関心・意欲・態度

話す・聞く能力

書く能力． 0 ● ●

読む能力

言語についての知識ｑ理解・技能

社会的事象への関心・意欲・態度

社会的な思考・判断・表現

観察・資料活用の技能

社会的事象についての知識・理解

１

ノ

／
／
メ
／

２

、

／

／
／
／
／

３

●０

４ ５． ６ コミュニケーションへ

の関心・意欲・態度
、

外国語への慣れ親しみ

言語や文化に関する気

付き

Ｊｇ

ｂ●

㎡

算数への関心・意欲・態度

数学的な考え方

数量や図形についての技能

数盆や図形についての知識・理解

理
科

自然事象への関心・意欲・態度

科学的な思考・表現

観察・実験の技能
｡ ●

自然事象についての知織・理解．

／

／
／
／
／

／

／
／
／
／

生
活

生活への関心・意欲・態度

活動や体験についての思考・表現

身近な環境や自分についての気付き

／
／
／
／

／

／
／
／

／
／
／
／

／

／
／
／

音

楽

音楽への関心・意欲・態度

音楽表現の創意工夫

音楽表現の技能

鑑賞の能力
ｃ ｃ

図
画
工
作

造形への関心・意欲・態度

発想や構想の能力．

創造的な技龍

鑑賞の能力
● +

ｃ

●

家

庭

家庭生活への関心・意欲・態度

生活を創意工夫する能力

生活の技能

家庭生活についての知識・理解

ノ

／
／
／
／

ノ

／
／
／
／

／

／
／
／
／

ノ
／
／
／
／

体
育

運動や健康‘･安全への関心・意欲・態度

運動や健康・安全についての思考・判断

運動の技能
ｂ

●

健康・安全についての知識・理解

Ⅱ 評帝

学竿、教科 国語” 社会 算数 理科 音楽 図画工作 家庭 体育

児童会活動

３

４

■
■ クラブ活動

５

６．

学校行事

児童 氏 名 学校名 区分、学年 １ ２ ３ ４ ５
■

６

学 級

整理番号 e■



口

Ｐ

ロ

回

毎 丁■面ｒＪｍ■画盈ユ

項 目～学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ 項 目～学年 １ ２ ３ ４ ５ ６
基本的な生活習慣 思いやり・協力
健康・体力の向上

生命尊重･自然愛護
目主・自律

勤労・奉仕
責任感

公正・公平
創意工夫

公共心。公徳心

巨一､且雷＝四両”、■画全迅

入学時の障害の状Ｘ

第
５
学
年

第

６

学
年

､

●

● 甲

■■■マェ ｇ〃■声=”ｰ

授業日数 出席停止．

忌引等の日数

雌し鮒沌

なら税､日数

欠席日数 出席日数 備 考

１

２．

３
Ｑ－

４

５

６

児童氏名

巳



繕'1mm》
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．’

論
い

●‐

己
』
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[視覚障害者、聴覚障害者、肢体不自由者又は病弱者である生徒に対する教育を行う特別支援学校］

・耳．舎学音厩生ご徒指導要録＜参考ｫ羨昌式〕
様式１（学籍に関する記録）

１１性別〃
生
徒

． ． 字 羅の館自愚

ふりがな

氏名

｡

●

g p

生年月日 平成 年'月 日生

現住所

夕

● ■わ

■0

保
護
者

．ふりがな

氏名

現住所

入学前の経歴

学校名

及び

所在 錨

(分校名･所在地等）

● ●､

●。

●

年度 平成年度 平成 年度 平 成 年 度

区分 、 学年 １ ２ ３

校長 氏 名印

ノ
心

｡､

●夕

● ｡●

●－

学級担任者

氏名印

●ロ

区分、学年 １ ２ ３

学級一

整理番号



つ

様式２（指導に関する記録）

ａ

｡ ｡●●

● ●⑥

Ｐ

回

瀞1M;！

、

司守蚕ＷコヨＬ、】＝篭,ｆｎ■同２塁

Ｉ薯固画目、回堂顕鑑＆８画
C

教科 観 点－－学隼 １ ２‐ ３ 教科 観点－－－学年 １ ２ ３

国

語

社
会

国語への関心・意欲・態度

話す・聞く能力

雷く能力

読む龍力

言語についての知識・理解・技能

社会的事象への関心・意欲・態度

社会的な思考・判断・表現

資料活用の技能

社会的事象についての知識・理解

少

Ⅱ 評 定 ●

数学への関心・意欲・態度

数学的な見方や考え方

数学的な技能．

数童や図形などについての知識・理解

自然事象への関心・意欲９態度

科学的な思考・表現

観察・実験の技能 少 、

目然嘉象についての知織・理解

学年、教科 国語 社会 数学 理科 音楽 美術
１

２

３

学年、謹科 保健体育 益術･索蓬
ｰ－

外国語
ー－＝＝＝＝一＝－－－－－－=

１

２．

３

縁台的な学習の時間の記Ｓ蚤

学年 学習活動 観 点 評価
音楽への関心・意欲・態度

音楽表現の創意工夫

音楽表現の技能
●＊も

●

鑑賃の能力

美術への関心・意欲・態度

発想や構想の能力

創造的な技能

鑑買の能力

運動や健康・安全への関心・意欲・態庶

運動や健康・安全についての思考・判断

運動の技能

運動や健康・安全についての知識・理解

｡●

１

２

９

技
術
・
家
庭

外
国
語

生活や技術への関心・意欲・態度

生活を工夫し創造する能力

生活の技龍

生活や技術についての知識・理解

コミュニケーションへの関心・意欲・態度

外国語表現の能力

外国語理解の能力

言語や文化についての知識・理解

■夕

３

特別活動の肥．鐙

内容 観点、学年 １ ２ ３

学級活動

生徒会活動

学校行事

生徒氏名 学 校 名 区分、学年 １ ２ ３

学級

整理番号



、

ｰ‐

壇

'鏑伽》

い
』

Ｑ画

項目～学生 1． ２ ３ 項：目、皇学隼 １ ２ ３
全平尽悶な生活習慣

思いやり・協力．
健 康．体力の向上

生命尊重･自然愛護ざ
国王 ．目律

勤労・奉仕．
貫仕掴Ｗ

公正・公平、
副扇『エ天

公共心・公徳心

＝。‐ロ〃＝璽画〃す、ー訂ｎ画．

入学届1の障害０ Ⅱ状態

第

１

学
年

● ●

イ

第
２
学
年

● 日。

0.●

。

０口

第
３
学
年

●

0

Ｂ ■

語疹琶捌Ｔ月且壁７氏罪冒垂ト全塞ルチ伊ヱ日璽宣子雷 ０

､

第

１

学

年

■ ｡

● 夕p
１●

O■

■

０
■

● ◆

第
２
学
年

●●

●

●◇０●

第
３
学
年

の●●

、

●◆

●●●

P

ー

ロＴ画ワ度”刀、ー可、律画

授業日数 出席停止。

鰯|物日数

雌した瑚堀

ならない日数

欠席日数 出席日数 備 考

１

２ ‘

３

生徒 氏名



二FＪ

ぴ

地．

[視覚障害者、聴覚障害者、肢体不自由者又は病弱者である生徒に対する教育を行う特別支援学校］．．

高『筆等吾腐生t三二徒手旨量尊茎実録こぐ善舞考様壷式、
様式１（学籍に関する記録）

Ｐ

⑨

厚

画

性
別 ’

侭

学年入学

学年編入学

地等）

月 日 第 １

||入学=入学等’
平成 年

第

字籍の館…鐸

ふりがな

氏名

生年月日

現住所

ふりがな

平成年月日生 転入学

転学 ･退学等

も
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氏名

現住所

、
留学等

卒 業

平 成 年 月 日
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句

〃
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卒業．

進学先
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ｆ

年度 平成年度 平成年度 平成年度
学 年 １ ２ ３

校長氏名印

ホームルーム

担任者氏名印

区分、学年 １ ２ ３

ホームルーム

整理番号
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．
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〃
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〃
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〃
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第１ 学 年

、

リ ヲ古動のガ

第 ２ 学 年
ｇ録

第３学年

●

入学時の障害の状歯

第
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年

ヨ君手望呈■
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● ●
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ヂ■
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２
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年
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も
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[知的障害者である児童に対する教育を行う特別支援学校］
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様式１（学籍に関する記録）
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形
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ふりがな

氏名 ●０

ｑ

ワ
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卒業
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●．
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、

●

年 度 平成年度 平成年度 平成年度
区分、学年 ･１

２ ３

学級担任者
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年 度 平成年度 平成年度 平成年度
区分、学年 ４

５ ６

校長氏名印

学級担任者

氏名印
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区分、学年 １
戸一一雷

２

一一ーーー一一三

３

一一一一一一

４

ー‐一一

５

学級

整理番号
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２
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３
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５
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２
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年
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雌しな'ﾅ沌

なら熱､日数

欠席日数 出席日数 備 考

１

２
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５
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年度 平成年度 平成年度 平成年度
区分 、 学年 １ ２ ３
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●

◆

■、
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区分、学年 １ ２ ３
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３
学
年

●
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０
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〆● ●

●０
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手麺＠》、目＆墨

ふりがな

氏名
●

生年月日

現住所

夕

ふりがな

平成 年 月 日生 転入学

転学・退学等

平成 年 月 日

－
１

｡

平 成年・月日

●

氏名

現住所

留学等

卒業

平成 年 月 日
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担任者氏名印



‘鋪’m1mII
諺一一・〆

脳

や

乞

●

、
己

'''‘亀リ
ーー△

ご ●●●

■B●

③

●

も ◆●様式２（指導に関する記録）｡ ●■

生徒氏名 …学校名
●

●由

区分、学年 １ ２ ３

ホームノレーム

整理番号
、

記牙司翼矛斗●牙守】開 諺冒画、・白ﾏア冨居冒愉〃、包回鎧基

１４

２ 、３

国
語

社

会

数
学

理
科

音

楽

美
術

保
健
体
育

職
業

家

庭

専
門
教
科

そ
の
他

特
別
宮
活
動

自
立
活
動

緯授業

時数
Ｃ



■沙

’
働
宅
Ｐ

声

田

生 徒氏ｚ名

●

学
習
活
動

、

評

価

唖や国』プロ亘垂星【屍ろ翌『逗炉■墨医＝ＬＯ手些秀昼些劃－一

Ｑ

０

第
２
学
年

●句

６４

， ､

、●

Ｑ④

●

Ｃｏ ｏ

ゅq

出突
Ｕノ図画唖

授業日数 出席停止。

忌引等の日数

留学中の

授業日数

蹄し鮒峨

ならない隙

欠席日数 出席日数 備 考

１
ノ

２

３


	22-5-11-01
	22-5-11-02
	22-5-11-03
	22-5-11-04
	22-5-11-05
	22-5-11-06
	22-5-11-07
	22-5-11-08
	22-5-11-09
	22-5-11-10
	22-5-11-11
	22-5-11-12
	22-5-11-13
	22-5-11-14
	22-5-11-15
	22-5-11-16
	22-5-11-17
	22-5-11-18
	22-5-11-19
	22-5-11-20
	22-5-11-21
	22-5-11-22
	22-5-11-23
	22-5-11-24
	22-5-11-25
	22-5-11-26
	22-5-11-27
	22-5-11-28
	22-5-11-29
	22-5-11-30
	22-5-11-31
	22-5-11-32
	22-5-11-33
	22-5-11-34
	22-5-11-35
	22-5-11-36
	22-5-11-37
	22-5-11-38
	22-5-11-39
	22-5-11-40
	22-5-11-41
	22-5-11-42
	22-5-11-43
	22-5-11-44
	22-5-11-45
	22-5-11-46
	22-5-11-47
	22-5-11-48
	22-5-11-49
	22-5-11-50
	22-5-11-51
	22-5-11-52
	22-5-11-53
	22-5-11-54
	22-5-11-55
	22-5-11-56
	22-5-11-57
	22-5-11-58
	22-5-11-59
	22-5-11-60
	22-5-11-61
	22-5-11-62
	22-5-11-63
	22-5-11-64
	22-5-11-65
	22-5-11-66
	22-5-11-67
	22-5-11-68
	22-5-11-69
	22-5-11-70
	22-5-11-71
	22-5-11-72
	22-5-11-73
	22-5-11-74
	22-5-11-75
	22-5-11-76
	22-5-11-77
	22-5-11-78
	22-5-11-79
	22-5-11-80
	22-5-11-81
	22-5-11-82
	22-5-11-83
	22-5-11-84
	22-5-11-85
	22-5-11-86
	22-5-11-87
	22-5-11-88
	22-5-11-89
	22-5-11-90
	22-5-11-91
	22-5-11-92
	22-5-11-93

